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「すごく綺麗だ、春はる花か」

　武たけ人ひとはベッドに横たわる春花に見惚れていた。

　恥ずかしいのか、愛らしい顔はほんのり赤くなっており、瞳も微かに揺らいでいる。

　白い肌はまさに無垢そのもの。二つの乳房は華奢な体に反して大きく実っていて、ピンクの乳輪の中心には愛らしい乳首がちょこんと乗っている。

　裸を見られて恥じらう春花は、普段の清楚な雰囲気とはまた違った愛らしさがあった。

　初めて見る煽情的な姿に、武人は一段と胸の高鳴りを覚える。

　ずっと好きだった相手に告白し、こうしてホテルにて甘く淫靡な一時を過ごすに至った。

　待ち焦がれた瞬間が訪れて感極まると同時に、緊張に似た感情が込み上げてくる。

　武人は遠慮がちに手を伸ばすと、たわわな膨らみを優しく揉みしだいていく。

「あっ……」

　春花の体が微かに震えると共に、今にも消え入りそうな声が口から漏れた。

　――怖がらせてしまっただろうか？

　武人はすぐに手を引っ込めて、おずおずと春花の様子を窺う。

「ごめん、怖かったか？」

「いえ、怖くなんてありません。むしろ、武人さんに触れられて……嬉しいです……」

　武人の問いかけに、春花はますます頬を赤らめて答えた。

　どうやら感じてくれていたらしい。不安が杞憂に終わったことで、武人は安堵のため息をつく。

「それなら良かった。このまま続けるよ」

「はい、お願いします」

　春花がうなずくのを確認すると、武人はすかさず愛撫を再開する。

　たわわに実った豊満な乳房は、自身の手に収まりきらないほど。とても柔らかくて弾力があり、大きく捏ね回すとたちまち形を変えていった。

「あぁ……ん……」

　春花は頬を上気させて、何とも悩ましげな声を啼いた。

　愛らしさと色気が入り混じった声音に、武人の欲情は煽られて股間の熱も増していく。

（破壊的なかわいさだな……！）

　始めたばかりだというのに、下肢の中心にある雄肉が早くも屹立している。こうして春花の煽情的な姿を見ているだけで、理性が抑えられなくなりそうだ。

　だが、春花を傷つけるような真似だけは、絶対にしてはいけない。何があってもそれだけは破るまいと、彼女を抱く前から固く誓っていた。

　武人はどうにか淫欲と闘いながら、乳首をそっと摘んで指先で擦り上げる。

「ああ……っ」

　春花は甘い嬌声を上げて、再び体を跳ね上がらせた。

　もっと反応を引き出そうと、二つの蕾を更にクリクリと転がしていく。

　すると、春花の声や表情に色気が増していった。

　彼女の淫靡な姿にますますそそられ、硬起した肉茎もより熱く滾る。

「どう？　春花、気持ちいい？」

　武人は欲情を露わにした眼差しを向けて、からかいめいた笑みを見せて質問を投げかけてみた。

　もちろん春花が自分に本気であるのは、ホテルへ来る前に交わした告白でわかっていた。それでもこうやって訊くことで、彼女の羞恥心を掻き立ててみたくなったのだ。

　恥ずかしいのか、春花はなかなか答えようとしない。

　しかし、武人が催促するように乳首を少し強く捏ね回すと、ためらいながらも口を開いてくれる。

「すごく……気持ちいいです……」

　春花の返答を聞いた瞬間、武人の心は安堵と共に優越感が込み上げてくる。

　彼女を気持ちよく悦ばせてやれる男は、自分一人だけであるという優越感。胸の中がその想いで満たされて、もっと快感に溺れさせてやりたい欲求に駆られる。

「俺が春花を悦ばせてあげるから、かわいく乱れる姿をたくさん見せて」

　武人が耳元でそっとささやくと、春花はうっとりと微笑んだ。

　その表情がまた愛らしく、武人はたまらず口づけを落とす。

「ん……ん……」

　チュッとリップ音を立ててキスすると、硬くしこった乳頭にも唇を寄せた。

　甘噛みしたり舌先で舐ったりして、可憐な蕾をじっくりと刺激していく。

「は……あぁん……」

　淫靡な舌戯を繰り返すうちに、春花の甘い声は甲高くなり体の仰け反りも大きくなる。

　その艶めいた声音に酔わされるように、武人は乳輪全体に舌を這わせて丹念に吸い上げた。

「ああ、あ……ん……」

　春花の悩ましげな嬌声が絶え間なく続く。甘くも色気に満ちたその声音に、武人の劣情の炎が更に熱く燃え盛る。

（あぁ、ヤバイな。俺までこんなに感じるなんて……）

　だが、じっくり快楽を与えてから達かせると決めたのだ。絶対に欲望に流されてはいけない。

　武人は理性で情欲を抑えようとするが、春花の全てを見たいという気持ちには勝てず、つい乳首を強く吸ってしまう。

「あっ、あぁ……ッ！」

　春花は悲鳴に似た声を上げて、背中を大きく仰け反らせた。やはり急に刺激を与えてしまったらしい。

（俺としたことが、何をやっているんだ……）

　しっかりリードすると約束したのに、淫欲を抑えられずしくじってしまった。

　武人は乳首から唇を離すと、不安げな春花をなだめるように全身をそっと撫でていく。

　それだけで安心したらしく、春花の表情や体の強張りが緩むのを感じた。

　続いて閉ざされた割れ目に指先を這わせると、彼女の体がピクンと跳ねて甘い嬌声も上がる。

　――早く春花の秘められた部分が見たい。

　武人は彼女の太腿を抱えて両脚を大きく開かせた。

　露わになった花唇は蜜に濡れそぼっていた。上端にある小さな肉芽も、恥ずかしげに顔を覗かせていて愛らしい。淫靡なその光景が、武人の目にはとても綺麗なもののように映り、たまらず感嘆のため息をつく。

　一方、春花の方は相当恥ずかしかったようで、顔を真っ赤にして足を閉じようとする。

　だが、武人は間髪を容れずに体を割り込ませて、可憐な尖りをくすぐるように弄っていく。

「ああぁっ！」

　やはりそこが最も鋭敏に感じるらしい。軽く触れた程度で春花は体の仰け反りを強めた。

　おまけに雌核は赤く充血して膨らみを増していた。こうして眺めているだけで、もっと愛でてやりたい衝動に駆られる。

　武人は溢れる蜜を塗りつけるように、指の腹で花芽をクリクリと擦り付けていった。

「あんっ！　や……ぁぁ……っ！」

　春花は喜悦の悲鳴を上げながら下肢を戦慄かせた。

　彼女の艶姿を見て欲望が増し、雄茎が更に昂っていくのがわかる。

「あの時のかわいかった子が、こんなにも色っぽくなっていたとは……」

　胸の先端と敏感な花芽を弄りながら、武人は感慨深げにひとりごちた。

　我ながら、今日までよく耐えられたものだと改めて思う。

　春花に恋心を抱いてから、武人はずっと彼女が欲しくてたまらなかった。仕事中はどうにか我慢できたものの、二人きりになった時や視線を感じた時などは、触れたいという気持ちを抑えるのに必死だった。

　――今夜、ようやく春花の全てを自分のものにできる。

　考えただけで胸が高鳴り、彼女を欲する気持ちがますます抑えられなくなる。

「春花が快感に溺れる姿、もっと俺に見せてほしい」

　武人は獰猛な眼差しを春花に向けると、濃厚な快感を与えるように感じる部分をなぶっていった。







第一章　〜秘められた恋〜








　ゴールデンウィークが明けて早一週間、日差しは春の暖かさから初夏の暑さに移り変わりつつあった。

　神かみ永なが春花は鏡の前に立つと、身だしなみを念入りにチェックする。

　白のブラウスと紺のスーツは皺一つなく、ハーフアップにした髪にも寝癖はない。仕上げにエメラルドのペンダントを着けた。一番のお気に入りのアクセサリーである。

（よし、今日も完璧っと！）

　最後に笑顔を浮かべてから、春花は鏡の前から離れてバッグを肩にかけた。

　身だしなみを整えるのは、社会人として当たり前のことである。

　しかし、春花がこうして人一倍気を遣っているのは、憧れの人に少しでもしっかりした自分を見てもらいたい気持ちがあるからだ。

　特に今日は、勤務後にその人物の誕生日祝いを兼ねた飲み会が行われるので、いつも以上に念入りに身だしなみをチェックした。

　今回はサプライズなので、飲み会のことは本人にはまだ内緒であるが。

　家を出る前、春花はいつものようにケージの中にいる、うさぎのモモに声をかけた。

「それじゃあ、行ってくるね。今日はいつもより遅くなるけど、いい子で待っててね」

　こちらの言葉に対する返事のつもりか、モモはフスフスと鼻を鳴らす。

　その様子が何とも愛くるしくて、ふわふわしたその小さな体を撫でてやった。

　数分間、そうやってモモの相手をしてから、春花は家を出て勤務先へ向かう。

　勤めているのは中堅の法律事務所で、従業員数は弁護士五名に事務員十名ほど。春花はそこで事務員として働いている。

　代表は若いながらとても優秀な人物で、自分を始めとする事務員や他の弁護士からの信頼も厚い。性格も真面目で正義感に溢れており、いじめやＤＶ、ハラスメント問題に力を入れている。

　春花はそんな代表の人柄に強く惹かれ、少しでも彼の力になろうという思いを胸に日々仕事に励んでいる。

　その成果があってか、少し前から代表や先輩方から仕事ぶりを褒められるようになり、頼りになると言われるようになった。

　憧れの人に認められたのが嬉しくて、前にも増して自身の仕事にやりがいを感じられ、ますます頑張って取り組んでいた。

　通勤途中にある公園の前を通りかかったところで、春花はふと足を止めて感傷に浸る。

　子供の頃に遊んだ場所ではないが、こうして公園のそばを通るたびに懐かしさが込み上げてくる。

　思い出すのはいつも、彼と初めて出会った日のこと。

　公園を吹き抜ける優しい風を感じながら、子供の頃の思い出を振り返っていると、背後から「神永さん」と呼びかけられた。

　春花が驚いて振り返ると、事務所の代表にして初恋の相手――須す郷ごう武人がそこに立っていた。

　背はとても高く、上質なスーツに包まれた体はすらりとしていて、モデルや俳優かと見紛うほど。意志の強そうな精悍な顔立ちも、男らしさの中に色香が含まれている。

「おはようございます、代表」

　春花は居住まいを正すと、表情を綻ばせて挨拶をした。

　ここ最近は週に何度か、武人と通勤時間が一緒になることが多い。

　事務所の鍵を持っている人は他にもいるので、朝一で出勤しなくても問題ないのだろう。

　しかしそれにしても、ここまで頻繁に時間が一緒になるのは不思議である。もしや、武人が自分に合わせているのではないかと、つい淡い期待を抱いてしまう。

（偶然でもそうでなくても、こうして好きな人と一緒に通勤できて嬉しいな）

　春花が胸をときめかせていると、彼は「おはよう」と挨拶を返してくれた。。

「こんな所でボーッとしてどうしたんだ？　遅刻するぞ」

　よく響く低い声音に胸が自然と高鳴っていく。おまけにこちらへ向けてくる笑顔も魅力的で、春花はまともに正視することができなかった。

「ちょっと昔のことを思い出していたんです」

「昔のこと？」

　武人は興味ありげに訊き返してくる。

「そんなことより、そろそろ行きましょう！」

　春花はごまかすように早足で歩き出す。

　さすがに面と向かって、「あなたと出会った日のことを思い出していました」などと答えるのは恥ずかしかった。仮に正直に答えたとしても、武人がそんな昔のことなど覚えているとは限らない。

　武人と初めて会ったのは、今から十六年前――春花が小学四年生の時である。

　両親が離婚し、母や弟の瑠る依いと共に引っ越して間もない頃で、色々と大変な時期だった。

　当初は母子三人でアパートに住む予定だったが、祖父母が一緒に暮らそうと言ってくれたので、母の実家で暮らすことになった。

　優しい祖父母に支えられ、母も変わらず気にかけてくれたおかげで、新しい生活にもすぐに慣れて友達もできた。

　おまけに父親からの暴力を恐れたり、両親の言い争う声に怯えたりする必要もなくなった。これでようやく平穏な生活を送れるのだと、春花は心の底から安堵したものである。

　ところがそんな矢先、女子や下級生をいじめる問題児が現れた。不運にも、自分達姉弟も公園を散歩していた時に標的にされた。

　特に瑠依の方は、人付き合いが苦手でいつも一人で絵を描いている大人しい子だったので、その男子にとって恰好の標的だったに違いない。

　姉として瑠依を守らなければと思ったが、その行動が気に食わなかったのか相手は容赦なく殴りかかってきた。

　その瞬間、父に殴られた時のことを思い出し、怖くて動けなくなってしまった。

　しかし殴られる寸でのところで、一人の男子中学生が駆けつけていじめっ子の手を押さえ、「暴力を振るうなんて最低な行為だぞ」と叱った。

　その人物こそ、当時中学生だった武人である。

　彼の気迫に完全に圧倒されたらしく、いじめっ子は一目散に逃げていった。

　それから武人はこちらの目線に合わせて屈むと、春花と瑠依を交互に見やり「二人共、怪我はないかい？」といたわってくれた。

　春花はその優しさに満ちた声や表情に安心して、初対面の相手であるにも拘らず彼に抱きついた。

「怖かった……」

　そう繰り返して泣きじゃくる春花を、武人は決して突き放したりしなかった。「もう大丈夫だよ」と言って、自分達姉弟の頭を撫でてくれたのだ。

　――何て優しくて温かい人なのだろうか。

　それが武人に対する第一印象だった。

　その時の春花の目には、武人はおとぎ話の王子よりもずっとかっこよく見えた。子供ながらに胸をときめかせ、一瞬で恋に落ちたのである。

　他人に触れられるのが嫌いな瑠依も、この時は拒絶することなく微笑んでいた。

　その後、武人は春花達を家まで送ってくれた上に、クレープまでごちそうしてくれた。

　それ以降、春花も瑠依もいじめられることはなくなり、また平穏な日常を取り戻すことができた。

　春花は自分達を助けてくれた武人に礼をしたいと思ったが、家が近所ではなかったのと年が離れていたのもあって、その日以降は一度も彼と会うことはなかった。

　それから年月が経ち、大学四年生の春に就職活動をしていた時、須郷法律事務所の求人がふと目に留まった。

　法律事務所での仕事はどんなものかと興味を持ち、すぐさま事務所のホームページを検索した。

　サイト内の弁護士紹介一覧で、大人になった武人の写真を見つけた瞬間、幼き日に抱いた恋心が蘇った。更に紹介文に「いじめやＤＶ、ハラスメント等に苦しむ人達の力になり、一緒に闘っていきたい」と書かれているのを読んで、正義感の強い彼の元で働きたいと強く思い応募した。

　その後、書類選考を通過して面接を受けた春花は、見事に内定を獲得し現在に至る。

　入社して四年が経ち、仕事面ではようやく成果が出て認められるようになったものの、十六年前のお礼を言えずじまいだ。

　だから今日の誕生日会で、感謝の気持ちを込めて作ったブレスレットをプレゼントしようと考えている。

　だいぶ前に武人が、お守りが欲しいと言っていたのを覚えていた。そこで春花は、子供の頃からの趣味であるアクセサリー作りの特技を活かし、彼に喜んでもらおうと思い立ったのだ。

（だけど本当は、それ以上の想いを伝えたい……）

　今の春花が武人に抱いているのは恋愛感情。これまでに交際をした人はいたけれど、ここまで強く心惹かれた相手は武人ただ一人だけ。

　だが、胸に抱いたこの想いを伝えたいと思うたびに、いつもためらってしまう。

「あぁ、そうだ」

　すると突然、隣を歩いていた武人が思い出したように声を上げる。

「駅の地下街に、空きテナントが一軒あったのを覚えているか？」

「はい、覚えてます」

　そう答えながら春花は、なぜ急にそんなことを尋ねるのかと疑問を抱く。

「あそこに新しくクレープ屋が入ったらしいんだ。今度、一緒に食べに行かないか？」

「え!?　クレープ？」

　ちょうど武人と出会った日のことを思い出していたので、春花は驚きのあまり声が裏返ってしまう。

「あれ？　この前、好きな食べ物の話になった時、クレープが好きだって言ってたよな？」

「はい、大好きですけど……」

「良かった。一瞬、間違って覚えていたんじゃないかと不安になったよ。それじゃあ、近いうちに必ず行こうな」

　武人から誘われるのは初めてで、春花は思わず目を丸くする。

　まるで彼とデートをするみたいで、春花は素直に喜びを露わにして「はい、ぜひ！」と笑顔で承諾した。

　それから事務所に到着し、武人と二人揃ってオフィスに入る。

　観葉植物が置かれた事務所内は、とても落ち着いた雰囲気が漂っている。春花はこの空間が大好きだった。

「おはようございます、代表」

　すでに出勤していた人達が、次々と武人に向けて挨拶をした。それだけで、彼が弁護士や事務員から慕われているのかが伝わってくる。

　隣に春花がいるせいか、挨拶した後も誰もがこちらにじっと視線を向けていた。

　武人と一緒に来た時はいつもこんな感じで、春花は未だにこうして注目されるのに慣れない。

　それから自分の席に着くと、先輩の女性事務員である倉くら田た涼りょう子こが、待ち構えていたように話しかけてきた。

「おはよう、神永さん。ずいぶん嬉しそうな顔してるけど、何かいいことでもあった？」

「別に普通だと思いますけど。今日だって、代表と世間話をしながら来ただけですし」

　気恥ずかしさをごまかそうと、春花は何でもない風を装ってそう答える。

　涼子はロングヘアに黒縁眼鏡の美人で、大人の色気を醸し出している。性格はとても気さくで優しく、入社したての頃の春花はもちろんのこと、多くの後輩の面倒をよく見てくれる人だ。

　また、涼子は春花が武人に片想いしていることを知っており、事あるごとに告白するようせっついてくる。

「もう。せっかくここ最近、チャンスに恵まれているのに、世間話だけで終わらせるなんてもったいないじゃない。早いところ、さっさと告白してしまいなさいよ」

「前にも言いましたけど、私はこうして代表の元で働けるだけで充分です。それに、上司と部下の関係を超えるのは、私にはちょっと――」

「またそういうこと言うんだから。私は普通に寿也と付き合っているんだから、あなたが代表と付き合っても何も問題ないわよ」

　涼子はそう言うと、少し離れた席に座る弁護士、大おお槻つき寿とし也やに目配せした。

　すると大槻もすぐに、彼女に向かって軽く手を振り返す。

　二人はかなり前から付き合っており、来月には入籍する予定である。

　大槻と涼子の仲は事務所の誰もが認めている。春花も、口では上司と部下の関係を超えるのは――と否定はしたものの、もし武人が受け入れてくれるのなら恋を成就させたいと思っていた。

　しかし、ただの事務員と代表弁護士という立場から気が引けてしまい、未だに告白できずにいる。

（それに私は何の取り柄もないし……）

　弁護士を目指さず事務員になったのも、自分がそれほど大した人間ではないからという考えからだ。

　子供の頃に父親から事あるごとに、「お前は駄目な奴だ」と言われた影響からか、自分を過小評価してしまう傾向がある。悪い癖なのでちゃんと直したいと思っているが、そう簡単に負のスパイラルから抜け出ずにいる。

　特に秀でた点のない平凡な自分と、容姿も性格も完璧で優秀な弁護士である武人とは、どうあがいても釣り合う筈がない。それ以前に、武人が春花に向けている感情は、上司としてのものだけだろう。

　その関係が切なくて、胸の奥がギュッと締め付けられそうになる。

　だが、春花が恋愛に対してこんなにも消極的なのは、大学時代に付き合っていた相手と失恋したのも一つの理由である。

　元彼に別れを告げられて以降、また同じことを言われたらどうしようと不安になり、異性と付き合うことに臆病になってしまった。

　実のところその苦い恋愛経験の方が、告白をためらう一番の原因になっているのかもしれない。

（でも、これでいいのよ。憧れの人のそばで働けるなんて、それだけでも充分幸せなんだから）

　春花は恋心を胸の奥にしまい込むと、今夜の誕生日会で改めて感謝の気持ちを伝えようと決めた。

　

　

　勤務時間終了後。春花達は一斉に立ち上がり、あらかじめ用意していたクラッカーを鳴らす。

「代表、お誕生日おめでとうございます！」

　突然のことに最初は驚いていた武人だったが、すぐに感極まった様子で破顔して「みんな、ありがとう！」と礼を言ってくれた。

　事務所内で行われた飲み会は普段より盛り上がり、主役の武人は大いに喜んでいる様子である。

　嬉しそうな笑顔を浮かべる彼の姿を、春花は頬を赤らめて陶然と見入っていた。

　――あんな素敵な笑顔を、自分にも向けてくれたら……。

　そんなことを考えながら見惚れていると、涼子がそばへ寄ってきてそっと耳打ちする。

「神永さん。陰でこっそり熱烈な視線を送ってないで、ちゃんとそばまで行って言葉で伝えておいでよ」

「べ、別に私は熱烈な視線なんて――」

　春花がばつが悪そうに武人から視線を外すと、涼子はクスクスと可笑しそうに笑う。

　ますます恥ずかしくなった春花は、ごまかすようにとっさに話題を変える。

「それより倉田さん、今日の誕生日会を企画して良かったですね」

「うん、そうね。特に、全員で出し合ったお金で買ったネーム入りのペン、すごく喜んでもらえたし」

「はい」

　あとは手作りのブレスレットを渡すだけ。五月の誕生石のエメラルドをイメージした、緑の石やビーズを使って作った物である。

（代表、喜んでくれるかな？）

　春花はふと不安な気持ちになり、表情をわずかに曇らせる。

　父からよく、「そんな一円の価値にもならない物を作る暇があったら、もっと成績が良くなるよう勉強しろ」と言われてきたせいもあって、ずっとひっそりやってきた。なので、人に見せたり渡したりしたことは一度もない。

　それに加えて、ネーム入りのボールペンが有名なメーカーの物だったので、手作りのアクセサリーが安っぽく思えてならなかった。

（ううん、渡す前から暗いことを考えては駄目よ！）

　心がこもった物であれば、値段に関係なくきっと喜んでもらえる筈だ。それに、言葉の毒をまき散らす父親も、もうそばにはいない。もっと自分に自信を持たなければ。

　春花は過去の記憶を封印すると、気を取り直して飲み会を楽しむのだった。

　

　

　楽しい時間はあっという間に経過するもので、気付けば時刻は夜の九時を過ぎていた。

　その後は机を拭いたりゴミを片付けたりと忙しかったが、全員で協力して作業を進めたおかげで比較的早く終わった。

　満杯になったゴミ袋の端を結び、外の保管場所へ持って行こうとしたところで、武人がすぐに駆け寄ってくる。

「俺が持って行くよ。重たいだろう？」

「いえ、これぐらい大丈夫です。それに、誕生日に代表に仕事をさせるなんて申し訳ないですし」

「そんなの関係ないよ。こういう時は遠慮しないで、素直に『お願いします』って言うもんだよ」

　武人は優しい笑顔を見せてそう告げると、ゴミ袋を持って外へ出て行く。

　その後ろ姿を見送りながら、春花はまた胸を高鳴らせていた。

「神永さんも、そろそろ帰る準備していいよ」

　酔いが覚めるまで休むと言って別室にいた涼子が、いつの間にか帰り支度をして立っていた。

「いえ、私は代表が戻ってくるまで待ってます。ちょっと用事があるので」

「え？　用事ってもしかして、愛の告白とか!?」

「ええっと、それは――」

　目を輝かせて訊き返してくる涼子の気迫に押され、春花が対応に困っておろおろしていると、大槻がすかさず助け舟を出してくれる。

「涼子、神永さんが困ってるじゃないか」

　大槻は涼子をたしなめると、春花に向かってばつが悪そうに謝った。

「ごめんな、神永さん。涼子の奴、ちょっと飲み過ぎたみたいで……」

「寿也ってば、大げさなんだからぁ。そんなに飲んでないわよ」

　涼子は楽しそうに笑いながら、甘えるように大槻に抱きついた。

　公私をわきまえている彼女が、このような憚りのない行動を取るのは初めてである。大槻の言う通り、これはかなり飲んだに違いない。

　大槻はやや困惑気味だったものの、涼子の体をしっかりと支えていた。この時の表情もとても優しげで、彼女を本気で愛しているのが伝わってくる。

「じゃあ、俺達は先に帰るよ。涼子がこんな状態だからな。お疲れ様」

「はい、お疲れ様です」

　春花は頭を下げて挨拶すると、大槻に抱えられて歩く涼子を見送った。

（本当に仲が良いな……）

　仕事でも信頼し合っている二人なので、仲睦まじく素敵な夫婦になること間違いない。

　それから程なくして、大槻達が去って行った方向から、武人が事務所内へ戻ってくる。

「倉田さん、泥酔しちゃってすごかったな。大槻さん、大変そうだったよ」

「はい、ちょっとびっくりしました……」

　二人は苦笑いしながら互いの顔を見合わせた。

「ところで、大槻さんから聞いたんだけど、俺に何か用があるんだって？」

「いえ、用というほど大したことじゃないんですけど……」

　春花は緊張しつつも、バッグからラッピングした小袋を取り出す。

「改めて、お誕生日おめでとうございます。これ、個人的なプレゼントです」

　するとまた、武人の表情が明るく輝いた。

「ありがとう。開けてみてもいいかな？」

「はい、どうぞ」

　気恥ずかしさから声が消え入りそうだったが、どうにか渡すことができて安堵のため息をつく。

　――あとは喜んでもらえるかどうかだ。

　武人がどんな反応をするのか、春花は固唾を呑んで見守る。

「これ、神永さんが作ったの？」

　武人はブレスレットと春花を見比べながら尋ねた。

「はい。子供の頃から、アクセサリーを作るのが好きなんです。というより、それぐらいしか取り柄がなくて……」

「すごいじゃないか！　店に売っているようなのと同じクオリティの物を作れるなんて！」

「本当ですか？　そう言ってもらえると、頑張って作った甲斐があります」

　嬉しさから表情を綻ばせると、武人は再び明るい笑顔を向けてきた。

「頑張って作ってくれたの、伝わってくるよ。本当にありがとう」

「こちらこそ、気に入ってもらえて嬉しいです。ありがとうございます」

　再び礼を言われた歓びから、春花は感極まって自分も礼を返す。

「さて、これ以上遅くなってもまずいし、もう帰ろうか。家まで送っていくよ」

「いえ、代表も疲れているでしょうし、そこまでしていただかなくても大丈夫です。お気遣いありがとうございます」

　事務所のそばの公園を過ぎれば、お互い帰る方向は全く別になる。それに、武人の誕生日会だというのに後片付けを手伝ってもらった。これ以上、彼に面倒をかけさせたくない。

　それに、春花が住んでいるマンションは、徒歩で三十分程度の場所にある。その距離なら一人で帰ることになっても全く問題はない。

「さっきも言ったけど、こういう時は素直に『お願いします』って言うもんだよ。それに、神永さんみたいなかわいい子が、夜道を一人で帰るなんて危ないだろう」

「そんな、かわいいだなんて……恥ずかし過ぎます……」

　面と向かってかわいいと言われ、春花は瞬時に頬を真っ赤にする。

　そんな彼女を見て、武人は喉元で小さく笑った。

「そうやってすぐに頬を染めるところ、あの時から変わらないな。春花は本当にかわいいよ」

「え……？」

　武人は今、確かに「あの時」と言った。その上、春花を名字ではなく下の名前で呼んできた。

（もしかして代表、私があの時の子供だってことを覚えてる？）

　春花は期待と驚きを抱きながら武人を見返す。

「ところで、このブレスレットにはどんな意味が込められているのかな？」

　すると武人は唐突に、そんな質問を投げかけてくる。

「いつもお世話になっている代表に、尊敬と感謝の気持ちを伝えたくて……」

「そうか、ありがとう」

　言葉とは裏腹に、武人の笑顔はどことなく寂しげに見えた。

「あの、代表？」

　その表情が気になり呼びかけてみると、武人からいきなり抱き寄せられた。

（代表、どうして急にこんなことを……？）

　春花は驚きのあまり、武人の腕の中でただ固まるしかなかった。

　だが、決して嫌なものではなかった。むしろ、武人のぬくもりが何とも心地良くて、胸がいつにも増してときめいている。

　予想外のこととはいえ、想いを寄せる相手に抱きしめられるのが、こんなにも嬉しいとは思わなかった。

　――ずっとこのままこうしていたい。

　春花は頬を上気させて、武人の男らしい胸板にそっと頭を預けた。

　すると武人はハッと我に返り、春花を抱きしめていた腕の力を緩めて体を離す。

「……ごめんな。急にこんなことするなんて、らしくないよな」

「えっと――」

　どんな言葉を返せばいいかわからず、春花はしどろもどろになる。

　そんな彼女に武人は真摯な眼差しを向けてきた。

「だけど、これ以上はもう待てなかったんだ」

「待てなかったって、それは一体――」

　春花が訊き返そうとした直後、武人に再び抱きしめられ唇を奪われた。

「ん……ぅ……」

　口腔を優しく舐られ、体の芯が熱く火照っていく。心臓の鼓動もますます早まり、耳の奥でうるさいぐらいに鳴り響いている。

　こんなにもドキドキしたのは、初めて恋に落ちた瞬間以来である。

　初恋の人に抱きしめられ、唇を重ねられた悦びから、春花はされるがままに口づけを受け入れた。

　――もっと、彼を感じていたい……。

　春花の心情を感じ取ったかのように、武人はギュッと抱きしめてきた。

　火照った体は一段と熱くなり、同時に胸の奥に温かいものが込み上げてくる。この気持ちが恋なのだと、春花は武人のぬくもりを感じながら改めて実感した。

　それから武人は唇を離すと、春花の耳元で静かにささやきかけてくる。

「大人になって再会した時から、ずっと好きだったよ。春花」

　甘くも情熱的な声音に、脳の奥がジンと震えて陶然となる。

（好きな人から想ってもらえているのが、こんなにも幸せなことだなんて……！）

　春花は今までにないほどの胸の高鳴りを覚えた。同時に、初恋の相手から愛の告白を聞けた喜びから、目頭が熱くなって涙が溢れてくる。

「代表、私のこと……覚えていてくれたんですね」

「ああ、面接の時に顔を見て思い出したよ。すごく綺麗になったんだなって、思わず見惚れてしまったほどだ」

　面接当時は武人の父親が代表弁護士で、面接官も彼と長年いる事務員の二人だった。その日、武人とは廊下ですれ違って挨拶を交わした程度である。

　よもやあのわずかな時間で、武人が熱烈な恋心を抱いていたとは夢にも思わず、春花は感極まって頬を上気させた。

「私もずっと、代表のことが好きでした。就活の時は、代表のように困っている人の力になりたいという気持ちで応募しましたが、本心はきっと代表のそばにいたかったからだと思います」

「ああ、俺に向けてくる視線で気付いていたよ。目を合わせるたびにドキドキしては、ずっと春花のことばかり考えていた。少しでも長く春花と一緒にいたいと、わざわざ通勤時間を合わせたりもしたんだ。その間に告白することも考えたんだけど、春花は真面目だから上下関係を気にして断るんじゃないかと思うと、返事を聞くのが怖くてつい先延ばしにしてしまって……」

　春花が武人を見ていた以上に、彼がずっと自分だけを見てくれていたのが、言葉の端々から伝わってくる。

　そしてとうとう、春花への気持ちを抑えられなくなり、こうして抱きしめて口づけするに至ったのかもしれない。

　そこまで武人を待たせてしまったことが、途端に申し訳なくなり胸の奥が痛む。

「ごめんなさい。上司と部下の関係を超えたらいけないって、ずっと言い聞かせていたせいでためらってしまって……。いえ、もしかしたらそれはただの言い訳で、本当は恋に臆病になり過ぎていたのかもしれません。大学時代に付き合っていた元彼とは、上手くいかなかったので……」

「上手くいかなかったって……まさか、暴力を振るわれたりしていたのか？」

「いえ、彼はとても優しくて良い人でした」

　少し頼りないところもあったけれど、そこも含めて愛しいと感じていた。そんな彼となら、大学を卒業した後もずっと一緒にやっていけると思った。

　だが、そんな幸せな日々は、たった一年で終わりを迎えてしまった。

　ある日、彼から急に「君は僕を見ていない」と言われ、別れを告げられたのである。

　真剣に付き合っているつもりだった春花は、彼の言葉を否定したし何がいけなかったのかも訊いた。

　しかし彼は、「君が本気で僕を好きだと感じられないんだ」と冷たく返し、一切の弁明もさせてくれずそのまま去って行った。

　突然のことでショックが大きいあまり、涙一粒すらこぼれず呆然と立ち尽くすしかなかった。その際、「お前は駄目な奴だ」という父親の言葉を思い出し、もう何も考えたくなくて誰かと付き合うのを諦めた。

　それ以降、異性との交際を避けてきた春花だったが、入社して武人と接するうちに再び恋に落ちたのである。

　そうしてどんどん彼に惹かれていき、挨拶をしたり言葉を交わしたりするといった些細なことでも、ときめくようになっていった。

　改めて武人への恋心に気付いた一方で、元彼の言葉がふとした瞬間に脳裏を過り春花の心を締め付けた。

　だからこそ、武人とも上手くいかなかったらどうしようと、必要以上に臆病になり想いを告げられなかったに違いない。

　春花が全てを打ち明けると、武人は優しく微笑みながら「いいんだよ」と言ってくれた。

「俺の方こそ、春花が悩んでいたことに、もっと早く気付いてやるべきだったよ。本当にごめんな。だけどこれからは、春花にずっと寄り添っていくよ。何があっても、俺は絶対に春花をフッたりなんかしない」

「代表……」

　武人の心のこもった言葉が嬉しくて、再び目頭が熱くなって胸の高鳴りも増した。

「ああ、そうだ。二人きりの時は代表じゃなくて、名前で呼んでくれると嬉しいな」

「え？　それじゃあ、武人……さん……」

　入社してからずっと「代表」と呼んできたので、名前で呼ぶのは何だか気恥ずかしい。春花がおずおずと声に出すと、武人は可笑しそうに笑いながら頭を撫でてくる。

「ちゃんと名前で呼べてえらいぞ」

「わ、私はもう……子供じゃありません！」

　子供の頃と同じ感覚で接されているように感じて、春花はふてくされたように顔をしかめてみせる。

　すると武人はすっと目を細めて、再び耳元でささやきかけてきた。

「わかってる。春花のことは、ちゃんと大人の女として見ているよ」

　その声がいつになく艶っぽく、春花はドキドキのあまり卒倒しそうになる。

　次の瞬間、武人は放したくないとばかりに、一段と強く春花を抱きしめる。

（あぁ、また抱きしめてもらえた……！）

　優しく温かい武人の腕に包まれ、胸の中がときめきで満ち溢れていく。体もジンと熱くなり、甘美な期待が込み上げるのを感じた。

「春花、今夜は帰したくない。もし嫌でなければ、このまま俺と一緒にいてほしい」

「私も、武人さんともっと一緒にいたいです」

　初恋の人とようやく結ばれたのだ、このまま家に帰るなどもったいない。

　これから始まる至福の一時に思いを馳せて、春花は表情を綻ばせる。

　すると武人も、釣られるように満面の笑みを見せてくれた。

「ありがとう、その言葉を聞けて嬉しいよ。それじゃあ、とっておきの場所に連れて行ってあげる」

　優しい声音で告げられたかと思うと、武人から再びそっと口づけされた。

「ん……ふ……」

　心が解けていくような、甘く柔らかいキス。触れ合う唇の感触が心地良くて、いつまでも交わしていたくなる。

　春花がたどたどしく舌を動かすと、武人がそれに応えるようにすぐに絡めてくれた。

　そうして二人は、ずっと秘めていた互いの愛を伝え合うように、何度も濃密なキスを交わした。

　

　

　事務所を出た二人は、電車に乗って都内のホテルへ向かった。

　連れて来られたのは、一流といっても過言ではない立派なホテル。白で統一された広い客室は、高貴ながらも落ち着いた雰囲気を醸し出している。寝具をはじめ椅子やテーブルも、家具は全て上質なものばかり。当然ながら浴室の方も立派で、自分達が今着ているバスローブもとても肌触りが良い。

　ホテルに着いてからずっと、春花は贅沢気分に浸ると共にドキドキしていた。

　順番に風呂に入った時も、あれこれ淫靡な妄想をしてしまい、終始気持ちが昂っていた。

　そんな感じでつい浮かれてしまったが、武人が宿泊代を払ってくれたのを思い出して冷静になる。

「すみません。今日は武人さんの誕生日なのに、私の分まで宿泊代を出してもらって……」

「連れてくると言ったのは俺なんだから、春花は気にしなくていいよ。それに、こういう時は『すみません』じゃなくて、『ありがとう』だろう？」

「ありがとうございます」

　春花が改めて礼を言うと、武人は満足げに笑った。

　それから彼は春花の髪をそっと撫でて、小さな唇にそっとキスを落とす。

　ついばむような口づけを何度も繰り返しながら、バスローブの紐がゆっくりほどかれていく。

　武人に抱かれる歓びに心が満たされるが、初めてなので不安と緊張もいっぱいだった。

　バスローブを脱がせようと体に触れたところで、春花が硬くなっているのがわかったのだろう。武人は心配そうな面持ちで顔を覗き込む。

「緊張しているのか？」

「はい、ちょっとだけ……」

　心細そうにうなずく春花に、武人はまた髪を優しく撫でてくれた。

　それだけで緊張がたちまちほぐれ、代わりに安堵感が込み上げてくる。

「大丈夫、俺がしっかりリードするよ」

　そう言うと武人は再び柔らかく口づけてきた。

　初めて会った時から感じていたが、武人の言葉や所作には不思議な力がある気がする。今みたいに大丈夫と言われただけで、心の底から信じることができた。

　また、いたわるように頭を撫でられると、不安も恐怖もなくなっていく。更に体だけでなく心までもが、武人の暖かいぬくもりに包まれるのがわかる。

（武人さんとなら、きっと上手くいく筈……）

　そう感じた春花は、武人に全てをゆだねるように体の力を抜いた。

　そして今度こそ、バスローブが脱がされて一糸まとわぬ姿になる。

　好きな人に裸を見られてドキドキしたが、それは決して緊張から来るものではない。むしろ、初めて恋心を抱いた時の感覚に似ていた。

　ベッドの上に優しく押し倒された春花は、武人の熱い眼差しを一身に注がれてのぼせそうになる。

「すごく綺麗だ、春花」

　陶然とした声音で告げられ、全身が一段と熱く火照っていく。

　しばしの間、武人は春花の裸体をじっと眺める。それから遠慮がちに手を伸ばし、乳房をそっと揉み始めた。

「あっ……」

　口からあえかな声が上がると同時に、春花の体がピクンと震える。

　すると武人は動揺を露わにして手を引っ込めた。

「ごめん、怖かったか？」

「いえ、怖くなんてありません。むしろ、武人さんに触れられて……嬉しいです……」

　正直に答えるのは恥ずかしかった。しかし、武人に誤解を与えたくなかったので、春花は照れ笑いを浮かべて言葉を返す。

　彼女の返答を聞いた武人は、安心した様子でため息をついた。

「それなら良かった。このまま続けるよ」

「はい、お願いします」

　春花がうなずくのを確認すると、武人は再び豊満な膨らみを揉んでいった。

「あ……あぁ……」

　こちらを気遣うような優しい手つきだった。情交の時でも、普段と変わらぬ包容力に心を絆され、花は自然と表情を綻ばせる。

　その刹那、武人はわずかに瞠目して息を呑む。

　だが、それも一瞬のことですぐに愛撫を再開し、たわわな実りを堪能するようにじっくり揉みしだいてくる。

「あぁ……ん……」

　乳房をやわやわと捏ね回され、甘い嬌声が自然と口からこぼれ出る。

　武人は再び息を吞むと、春花をじっと見下ろしてきた。

　その眼差しは、今まで目にしたことがないほど劣情に満ちていた。その上、表情もどことなく色っぽい。

　熱情的な視線にドキドキしていると、乳房を揉む手つきが淫靡なものに変化する。

「ああ……っ」

　胸の頂で恥ずかしげに色づく乳首を摘まれ、春花の体が再び跳ね上がった。

　軽く触れられただけで、ここまで感じるとは思わず戸惑いを隠せない。

　だが、この快感は紛れもなく本物である。その証拠に、触れられた蕾は膨らんで疼いていた。

　武人は更なる快楽を与えるように、じっくりと乳首を弄ってくる。

「んあ……あっ……」

　胸の先端から甘い痺れに似た感覚が生じたかと思うと、瞬く間に全身に広がって下腹部へと集中する。

　武人の大きな手で優しく愛撫され、春花の体は熱く疼き心も幸福感に満ちていった。

「どう？　春花、気持ちいい？」

　武人は胸への愛撫を繰り返しながら、悪戯めいた笑みを見せて問いかけてくる。

「そ、それは――」

　いくら好きな人からの質問でも、そんな恥ずかしいことを答えるのは憚られた。

　春花が口ごもっていると、武人から少し強めに乳首を摘まれた。

「ひゃっ！」

　わずかな痛みに思わず声を上げるが、それも一瞬のことですぐに快感へと変わる。

「なあ、どうなんだ？」

　乳首をグリグリと捏ね回しながら、武人は急かすように再度尋ねてきた。

　彼もまた、春花が初めての愛撫に感じてくれているか、不安を抱いているのかもしれない。

　正直に答えるのは恥ずかしいが、武人を安心させたい想いから春花は意を決して口を開く。

「すごく……気持ちいいです……」

「それを聞いて安心したよ」

　武人は安堵した様子で言葉を返すと、艶めいた笑みを向けてくる。

　春花がその笑顔に魅了されていると、彼は再び耳元で甘くささやいてきた。

「俺が春花を悦ばせてあげるから、かわいく乱れる姿をたくさん見せて」

　情熱的な声音に酔わされて、胸の高鳴りが増していく。体も淫靡な快感に期待するように、疼きを伴って妖しくざわついている。

　春花の心情を察したのか、武人は間髪を容れずにぷっくり膨らんだ乳頭を口に含む。

「あ、あぁッ！」

　優しく甘噛みされたかと思うと、濡れた舌先でそっと撫でられて、春花は甲高い嬌声を上げてビクビクと身震いする。

「は……あぁん……」

　唇で柔らかく吸い上げられながら、くすぐるように舌が這う。ぬるりとした感触が気持ちよくて、春花は歓喜に打ち震えて淫らに喘いだ。

　武人も次第に劣情を増していったのか、乳輪全体を味わうように舐っていった。

「ああ、あ……ん……」

　甘い刺激が全身に広がり、もっと欲しいとばかりに下腹部を疼かせる。

　歯や舌で愛撫されるごとに、徐々に感度が増して体の芯もより熱くなっていた。おまけに足の間からは、淫靡な蜜が早くも溢れ始めていた。

（武人さんに触れられて、こんなにも感じてしまうなんて……）

　快感を得られて嬉しいと思う一方で、強く感じてしまい恥ずかしくもある。

　だが、武人の舌戯はこの上なく気持ちよくて、胸から甘い刺激が広がり足の間をますます濡らしてしまう。

「あっ、あぁ……ッ！」

　乳首をやや強く吸われた瞬間、春花は背中を大きく仰け反らせた。

　不意に、武人は乳頭から唇を離して顔を上げる。

　いやらしい女だと思われたのかと不安になっていると、彼の大きな手が胸の膨らみから腹部へと這っていった。

　やがて指先は鼠径部へたどり着き、閉ざされた割れ目を優しくなぞる。

「ひゃ……っ……！」

　背筋がゾクゾクと震え上がり、春花は悲鳴に似た声を上げた。

　武人は口角を上げて微笑むと、太腿を抱えてゆっくりと開かせた。

「あ……いや……」

「すごいな、たっぷり濡れている」

　好きな人が相手とはいえ、濡れそぼった花唇を見られるのは恥ずかしい。春花は足を閉じようとするも、武人はその隙を与えず素早く体を割り込ませた。

「ああぁっ！」

　小さな花芽を探り当てられ、春花の体が一段と大きく跳ね上がった。

　武人は指先を蜜で濡らすと、雌核に塗りつけるように擦りつけていく。

「あんっ！　や……ぁぁ……っ！」

　優しく撫でられているのに、苛烈な刺激に感じられて春花は戦慄きながら喘ぐ。

　指の腹でじっくりと転がされ、下腹部に熱が集中して蜜がとろりと溢れた。更に花芽に加えて乳首も捏ね回され、快楽が絶え間なく全身に押し寄せてくる。

　初めて味わう官能の愉悦に幸福感を覚え、春花はうっとりと頬を上気させた。

「あの時のかわいかった子が、こんなにも色っぽくなっていたとは……」

　胸の蕾と鋭敏な尖りを弄りながら、武人は感極まった様子でつぶやいた。

「は……ぁ……」

　低く艶めいた声色にも感じて、春花はため息交じりの喘ぎを漏らす。

「春花が快感に溺れる姿、もっと俺に見せてほしい」

　武人は獰猛な眼差しを向けると、蜜口に指を挿入して撹拌していった。

「んっ……あぁあ……！」

　三ヶ所同時に刺激されたことにより、全身に広がる快感が増して淫蜜も更に滴り落ちてくる。

　全身を仰け反らせて甲高い嬌声を上げる春花に、武人はますますそそられたらしく指を動かす速度を徐々に上げていく。

「や……っ……！　あ……あぁぁッ！」

　指戯の速度が少し増した途端、快感も強くなった気がする。

　春花は両目に涙を浮かべながら、下肢を大きく引き攣らせた。

「こんなに次々と溢れさせるほど、俺の愛撫で気持ちよくなってくれて嬉しいよ」

　武人は嬉々とした笑みで、春花の感じる部分を執拗になぶっていった。

「ひ……ぁぁあ！」

　挿入された指が動くたびに、クチュクチュという卑猥な水音が響き、蜜が湧水のように滴り落ちる。乳首と淫芽もますます膨らんでは、濃い紅色へと染まっていた。

　鋭敏な部分を何度も擦り上げられ、快楽が絶え間なく体中を駆け抜けていく。

　慣らすように長い指を抽送され、恥芯の最も感じる部分を触れられると、下肢の中心に帯びた疼きが増した。

「は……ぁん……」

　全身が淫靡な熱に浮かされ、淫欲の花蜜が溢れ出るのが止まらない。

　武人が与えてくれる快感に、身も心も歓喜に打ち震える。今まで経験したことないほど気持ちよくて、春花は恍惚の笑みを浮かべた。

「今の春花、蕩けそうな顔してる」

「愛されるのが、こんなにも気持ちいいって知って、すごく嬉しくなって……」

「そう言ってもらえて良かった。だけどまだイカせないよ」

　武人は悪戯っぽく告げると、蜜壷にもう一本指を追加して掻き乱してくる。

「やっ！　あぁっ、そんなに……駄目ッ！」

　中を広げられるような感覚に驚き、春花はたまらず悲鳴に似た声を上げる。

　だが、武人は聞こえていないふりして、二本の指を交互に律動させた。

　快楽を与えつつも絶頂に達しないよう、彼は絶妙なバランスで責め立ててきた。その感覚がひどくもどかしくて、やるせなさが押し寄せてくる。

　早く達かせてほしいと言わんばかりに、下肢の疼きがどんどん増していく。花唇全体はヒクヒクと脈打って蜜を滴らせ、武人の手をいやらしく濡らしていった。

「春花のこと、ずっと欲しくてたまらなかった……」

　淫靡な愛撫を繰り返しながら、武人は低く静かな声でつぶやいた。

　武人の突然の告白に、春花はわずかに目を瞠る。

「仕事中はさすがにそんな不謹慎なこと考えてなかったけど、それ以外の時は本当に抑えるのが大変だったよ」

　真面目で正義感の強い武人が、そんな風に欲情の眼差しを向けていたとは思わなかった。

　春花が驚きのあまり言葉を返せずにいると、彼はなぜか可笑しそうに笑う。

「意外だって顔してるな。男っていうのは、本気で好きになった女をどうしようもなく欲してしまう生き物なんだよ」

　言い終えると同時に武人は、乳首や花唇全体を容赦なく擦り上げていった。

「あああぁっ！」

　苛烈な快感を急激に与えられ、春花は喜悦の涙を流して喘ぐ。一瞬だが意識が遠のいた気がする。

　下肢全体は熱く疼いて震えが止まらない。触れられている部分もいつも以上に敏感になっており、そこから更に快楽が生じて下腹部へと流れていく。

「あぁ、春花……」

　武人は愛しげに名前を呼んでは、涙を拭うように眦に柔らかく口づけする。

「あ……っ……」

　体中が性感帯と化した今、唇が触れただけでも感じてしまい、春花はたまらず甘い声を漏らす。

　キスされている間も淫靡な愛撫は続き、春花の体は更に熱く疼いていく。

「春花はどこを触れられるのが一番好き？」

　不意に、武人は耳元で甘くささやきかけてきた。

　彼の低い声がいつも以上に心地良く響き渡る。まるで甘美な媚薬のようで、春花の理性は呆気なく官能の坩堝へ堕とされた。

「た、武人さんに……触れられる場所なら、全部……好きです……」

　春花は頬を上気させて喘ぎ混じりの声で答える。

「そうか。それじゃあたっぷり触れて、もっと気持ちよくしてあげる」

　武人が満面の笑みを浮かべた直後、指の動きが更に速まっていった。

「あ、あぁあっ！　あぁあんっ！」

　一段と強い快楽が押し寄せてきて、春花は何度も体を跳ね上がらせた。肌はゾクゾクと粟立ち、何も考えられないほど思考が蕩けていく。

　それでも武人の指戯は止むことなく、蜜壷や雌核を容赦なくなぶっては春花に鮮烈な快感を与えた。

　挿入された指先が鋭敏な部分を探り当てた瞬間、背筋に高圧電流のような絶頂感が突き抜けた。

「あぁぁぁぁぁぁあ！」

　エクスタシーの絶叫を上げながら、春花は一際大きく全身を弓なりに反らせる。

　甘くも激しい快感の絶頂が体中に広がり、春花の心は充足感で満たされていく。

　痙攣が治まると同時に熱も引いていくが、花唇全体は未だに脈動していた。まるでもっと快感が欲しいとねだっているようである。

「気持ちよくイケたみたいだな。すごく満足そうな顔してる」

　武人は優しい眼差しで春花を見下ろしては、顔中に口づけの雨を降らせていった。

　それから彼は指をそっと引き抜き、自らのバスローブを脱ぎ捨てる。

　露わになった裸体は均整が取れていた。スポーツジムに通っているからだろうか、筋肉質でしっかり鍛えられている。

　たくましい肢体に見惚れていた春花だったが、下肢の中心にある剛直を目にした瞬間、思わず息を吞んだ。

　雄々しくそり返った男の象徴は、一目見ただけで相当の大きさなのがわかる。

　果たしてちゃんと受け入れられるのかと、春花は途端に不安な気持ちでいっぱいになる。

「怖い？」

「いえ、怖くはありません」

　こちらの不安を気取られないよう、春花は繕った笑みで言葉を返した。

　だが、武人には見抜かれていたようで、優しい手つきでふわりと頭を撫でられた。

「俺の前では無理しなくていいよ。怖いことや嫌なことは我慢しないで言って」

　彼の言葉や口調、そしていたわるような眼差しに、春花の心はますます解けていく。

「……正直に言うと、不安でいっぱいです。私、痛いのには本当に弱いので……」

　痛いのは誰でも嫌に決まっている。

　特に自分の場合、父親に殴られたり物を投げつけられたりした記憶が残っているせいか、大人になった今も痛みに恐怖を感じてしまう。

　嫌な過去を思い出して暗い顔をする春花に、武人は柔和な笑みを向けてくれた。

「春花に痛い思いなんて絶対にさせない。最初は少し辛いかもしれないけど、俺にしっかりしがみついていれば大丈夫だよ」

　武人の頼もしい言葉を聞いた瞬間、不安が一気に薄れていった。本当に、癒しの魔法でも込められている気がする。

（武人さんが相手なら、本当に大丈夫かもしれない）

　春花は改めて武人を信じようと、彼の言葉に「はい」と笑顔でうなずいた。

「いい子だ」

　武人はそっと口づけして、己の昂りに避妊具を装着していく。

「さて、夜はまだ長いんだ。春花にはもっともっと、蕩けるほどの快感をあげる」

　淫靡な熱を孕んだ眼差しで見下ろしながら、武人はうっとりとした声色で告げてくる。

　官能的なその声に聞き惚れていると、淫蜜にまみれてとろとろになった秘裂に剛直の先端が押し当てられた。

　武人の劣情を具現化したように、硬い切っ先は熱く脈動している。薄膜越しに伝わるその感覚にドキドキしていると、武人は優しく撫でるように擦りつけてきた。

「やっ……！　あぁ……」

　指戯によって鮮烈な快楽を与えられたせいか、軽く触れられただけで感じていやらしい声を上げてしまう。秘花は物欲しげにヒクヒクと蠢動し、新たな蜜をとろりと溢れさせていた。

「今のでまた感じてしまった？」

「い、言わないで下さい……」

　からかいめいた口調で訊かれ、春花はたちまち顔を赤くする。

「いいじゃないか。春花のいやらしい姿、俺はたくさん見たいんだ」

「もう、武人さんったら……」

　立て続けに恥ずかしいことを告げられ、春花はいたたまれない気持ちになる。

　だが、優しい武人のことだから、春花の不安をなくそうとしてくれているのかもしれない。考えただけで緊張がほぐれていき、表情も自然と和らいでいく。

「そろそろ挿れるよ」

「はい」

　春花は静かにうなずくと、武人の背中にそっと腕を回した。

　その直後、武人は気遣うようにゆっくりと腰を進めた。

「んっ……あ、あぁ……！」

　熱く太い肉茎が侵入してくる圧迫感が、容赦なく襲いかかってくる。

　春花が苦悶の声を上げると、武人は一旦挿入をやめてそっと耳打ちする。

「大丈夫だよ、春花」

　彼は柔らかい口調で告げると、いたわるような口づけを落とす。

　唇が重なった瞬間、全身の強張りが消えて苦痛も軽減したような気がした。

「俺がそばについているから」

　武人は優しい笑みを見せると、春花の髪や頬を撫でてくれた。

　彼のその笑顔や手つきに心も溶けていき、春花は安心感から自然と表情が和らぐ。

　その後も武人は、何度も口づけの雨を降らせながら、気遣うように自身を押し進めていく。そして時折、動きを止めて春花の様子を窺い、「痛くない？」と尋ねてくれた。

　そうやって武人の優しさに触れるたびに、心に巣食っていた不安もなくなるようである。

　――少しも痛くない、辛くもない……。

　感じるのは武人のぬくもりと、肉襞を押し広げる雄茎の熱。少しずつではあるが、しっかり彼を受け入れているのだと実感できた。

「あ……ぁ……」

　雄肉が奥に進むにつれて、膣内がビクビクと慄いた。その感覚も快楽に思えてきて、春花は短く喘いで軽く仰け反る。

　時間をかけて奥深くまで突き進めたのち、武人は春花を体ごと優しく抱きしめた。

　結合部だけでなく全身で愛する人を感じられて、今までにないほどの歓びを覚える。

「よく頑張って耐えたな」

　春花の耳元でそっと告げると、武人は慈しむような口づけを落とす。

「ん……」

　甘く優しいキスに身も心も絆され、幸福感から涙が溢れてきた。

　唇が離れていったところで、春花は表情を綻ばせて今の気持ちを伝える。

「私の中、武人さんで満たされて……とても嬉しいです……」

「俺も、春花と一つになれて嬉しいよ。大好きだ」

　愛の言葉を聞いた瞬間、春花の心は感動に打ち震える。

　そうして自身の形に慣れさせるように、しばらくじっとしていた武人だったが、やがてゆるゆると腰を動かし始めた。

　まるで春花を気遣うような優しい抽送だった。

　張り詰めた肉茎から、今の武人が相当の欲情を抱いているのがわかる。しかし彼は決して流されることなく、春花を第一に考えてくれているのだ。

　抑制するなど相当辛い筈なのに、そうやって気遣ってくれるのが嬉しくて、また涙がはらりとこぼれた。

　ゆっくり引き抜かれたかと思うと、今度は肉襞全体に擦り付けるように男根を動かされる。

「あ……あぁん……」

　最奥に熱い切っ先を押し付けられ、肌がゾクゾクと粟立っていく。

　初めての抽送がこの上なく気持ちよく、雄肉を動かされるたびに春花の嬌声は絶え間なく上がる。

　武人の抽送の速度は少しずつ上がり、息遣いも切羽詰まったように荒くなった。

「あ、あぁ……武人……さん……」

　春花は男らしい体を強く抱きしめて、武人を求めるように甘い声音で呼びかけた。

「春花、そんな風に……されたら……」

　皆まで言うよりも先に、武人は剛直を奥深くまで突き立ててくる。

「あぁぁ――っ！」

　子宮口を獰猛に突かれ、快感が体中を駆け抜けていく。下肢の中心も疼きを増し、花唇全体が歓びから熱くうねっていた。

　隘路を往復する獰猛な肉茎も、一段と硬さと熱を増しており、激しく脈打っている様子もはっきり伝わってくる。

「春花、大好きだよ」

　武人が感極まったような声音で、再び愛の言葉をささやいてきた。

　何度も好きだと告げられ、歓喜が頂点に達する。彼の想いは本物なのだと実感して、身も心も甘い充足感で満たされていく。

「私も、武人さんのことが……大好きです……」

　春花は陶然と微笑みながら、武人に愛の言葉を返す。

　その直後、武人はわずかに頬を赤らめて、決まりが悪そうに目を泳がせた。

「そんな風に、かわいい声と表情で煽るなよ。抑えられなくなるじゃないか」

　初めて見る武人のうろたえる姿に、春花は思わずクスッと笑ってしまう。

（武人さんにも、こんなかわいいところがあったんだ）

　春花がそんな風に笑っていられたのも束の間。武人は劣情に満ちた眼差しを向けて、再び雄茎を奥まで押し進めてくる。

「あぁぁあっ！」

　激しい律動に下肢全体が痙攣し、蜜壷全体が大きく戦慄いて収縮する。

　埋め込まれた男根も硬く漲り、今にも爆ぜそうな勢いだった。まるで武人の獰猛な欲望を、そのまま具現化しているようである。

「や……あぁ……ン……！　武人……さん、熱い……っ！」

　グチュグチュと音を立てながら攻められている媚肉は、熱くうねって猛ったものを締めつけていく。

「ンッ……！」

　武人は短く喘ぐと、腰を震わせて剛直をぐいと突き立てた。

「あああぁ！」

　脳天まで痺れるような快感に襲われ、体の震えが止まらなくなる。

　熱いうねりがせり上がってくる。もうすぐ絶頂が訪れるのだと認識し、甘い期待にいつになく胸がときめいた。

「ん……あぁ……。武人……さん、イキたい……です……」

　春花は蕩けきった面立ちで、武人の全てを欲するように懇願する。

「二人で一緒にイこう」

　武人は優しく耳打ちしてから、絶頂へと向かうべく何度も最奥を穿っていった。

「あっ、あっ、あっ、あぁぁっ！」

　獰猛な抽送に翻弄され、揺さぶるような快楽が絶え間なく押し寄せてくる。

　気を遣りそうになりながらも、春花は意識をどうにかつなぎ止めようと、武人の体をギュッと抱きしめる。

　その刹那、武人の熱い鼓動や雄肉を強く感じて、甘い陶酔に似た感覚が込み上げてきた。

「あ、あぁ……っ！　ああぁあぁ！」

　幾度となく最奥を攻め立てられた末、春花は喜悦の悲鳴を上げて絶頂に達して、武人の分身を締め付ける。

「くっ……！　ンン……ッ！」

　武人もすぐさま下肢を震わせて、薄膜の中に熱い白濁を迸らせた。

　激しい絶頂の余韻に浸りながら、二人は同時にベッドに倒れ込んだ。

　武人は荒い呼吸を整えると、雄の精を吐き出した昂りを、春花からそっと引き抜く。

　それから彼女をいたわるように、優しく抱き寄せて何度も髪を撫でていった。

「ごめんな、春花。あまり優しく抱いてやれなくて……」

「いえ、いいんです。むしろ、武人さんにたくさん気持ちよくしてもらえたので、とても――」

　春花が皆まで言う前に、武人が唇で塞いでくる。

「ん……ふ……ぅ……」

　優しくも情熱的な口づけに、理性が瞬く間に蕩けていく。達したばかりだというのに、体の奥から早くも官能の疼きが呼び覚まされそうだ。

　角度を変えながら深い口づけを繰り返した後、春花は武人にふんわりと微笑みかけた。

「武人さん、すごく幸せです……」

「ああ、俺もだよ」

　優しく告げられた直後、武人から再びキスされて甘いときめきで溢れていった。







第二章　〜大人の戯れ〜








　武人と甘く濃厚な一夜を過ごして朝を迎えた後も、こうして駅の地下街で彼とデートしている今も、肌に触れた指や唇の感覚がはっきり残っていた。

（私、ついに武人さんと恋人同士になれたんだ……！）

　嬉しい気持ちに溢れる一方で、ドキドキが止まらない。

　実を言うと、昨夜の出来事は幸せな夢なのではと不安になり、春花は目を覚ますのが少し怖かった。だから朝起きて、自分が武人の腕の中にいるとわかった時は、心から安堵したものである。

〈朝一番に、春花の顔を見られて幸せだよ〉

　開口一番、武人は精悍な顔に柔和な笑みを浮かべて、甘くささやいてきた。その表情や低く官能的な声音に陶然としていると、彼から不意打ちのようにキスされたのだ。

　甘い口づけを思い出して胸が高鳴り、春花は頬をわずかに上気させて微笑む。

「幸せそうな顔してるな」

　ちょうどそこへ、武人が二人分のクレープを持って戻ってくる。

「武人さんと一夜を共にして、今はこうして初デートに来たんですから、幸せに決まってます」

「そう言ってもらえると、俺も幸せな気分になるよ」

　満面の笑みを浮かべる春花を見て、武人は心底嬉しそうな様子でクレープを手渡してきた。

　受け取る際に彼の手が軽く触れて、それだけで胸がときめいてしまう。

　春花が夢見心地になっていると、武人から「どうかしたのか？」と訊かれた。

「いえ、何でもありません」

　それから春花は何事もなかったように、「いただきます」と言って生クリームと苺がトッピングされたクレープを食べ始める。

　口の中に広がる甘い味に表情を綻ばせていると、向かいに座る武人がクスッと笑った。

「そうやって美味しそうに食べる姿、あの日と一緒だな。すごくかわいいよ」

「た、武人さん、恥ずかしいです……」

　恋人同士になったとはいえ、じっと見つめられると決まりが悪い。春花はたちまち頬を紅潮させるが、武人の方はお構いなしである。

　そこでふと、デートへ至るまでの経緯を振り返る。

　春花のおしゃれした姿が見たいからと、ホテルを出て一旦それぞれの家へ帰ることになった。

　そうして待ち合わせ場所に着くなり、白いレース袖のブラウスと黄色のフレアスカートの組み合わせが花のようで、かわいい春花によく似合っていると言われた。

　褒められるのは嬉しいが、その一方で恥ずかしくもある。それであたふたしていると、今みたいに笑われてしまった。

（まだ付き合い始めたばかりだし、これから少しずつ慣れていくよね？）

　からかわれてばかりだと、子供扱いされているように感じてしまう。だからできればきちんと慣れていきたい。

　それから春花はふと食べる手を止めて、過去を懐かしんで小さく微笑む。

　両親が離婚する前は、買ってほしいとねだるといつも父が嫌な顔をしたので、どこへ出かけても全然楽しくなかった。そのせいで自分も弟もだんだんと、出先で菓子や玩具を欲しがるのをやめた。

　だからあの日、家まで送ってもらう途中に立ち寄ったクレープ屋の屋台で、武人から遠慮しないで好きなのを食べていいと言われた時は、本当に嬉しかったものである。

　当時の気持ちを思い出していたせいか、じっくり味わって食べようと思っていたのに、気付けばあっという間に食べてしまった。

　すると武人は意味ありげな笑みを浮かべて、春花の顔をじっと見つめてくる。

「春花、口元にクリームが付いているよ」

「え？　どこですか？」

　春花はすぐさま拭こうとするが、そうするよりも先に武人が指先でクリームを拭い、何のためらいもなく舐めてしまう。

「え？　ちょっと、武人さん!?」

　春花はその所作を呆然と眺めていたが、武人は少しも気にしていない様子である。

「本当は直接、舐め取っても良かったんだけど、さすがに人目でそれをやるのはちょっとな」

「ちょ、直接って――」

　脳内でその場面を想像した瞬間、恥ずかしさが一気に急上昇していった。

　武人や近くの席の人に聞こえるのではと思うほど、心臓がバクバクと大きな音を立てている。また、熱があるわけでもないのに、顔がものすごく熱くてたまらない。

　赤面してうろたえる春花に、武人は艶めいた笑みを向けてくる。

　その瞳には淫靡な熱が宿っており、春花はたちまち昨夜の情交を思い出した。

「その代わり、今夜も春花を味わわせてもらうよ。もちろん、昨日の今日だからちゃんと優しくするから」

　誘惑するように甘く告げられ、春花の心は早くも淫靡な期待が込み上げてくる。

　この調子では、慣れるのにだいぶ時間がかかりそうである。

　

　

　その後も春花と武人は、週末になると互いの部屋へ泊まり、甘く淫靡な情交を繰り広げて愛を深めていった。

　他にも街中や公園でデートしては、二人で幸せに満ちた時間を過ごした。

　さすがに仕事中は、公私混同になるのを避けるため、今まで通り上司と部下の関係で通していた。

　それでも涼子は勘づいていたらしく、事あるごとに進捗を尋ねてきたが。

　付き合い始めてから三ヶ月が過ぎた頃。

　その日は早朝から雨が降っており、二人は春花の部屋で映画を観て過ごしていた。

　武人の腕の中ではモモが安心しきった様子で、目を細めてうつらうつらと微睡んでいる。

　春花はモモの背中を軽く撫でて、その様子を微笑ましく眺めていた。

「この子、すっかり懐いていますね。やっぱり武人さんの人柄が良いからでしょうね」

「うーん、そうだろうか？」

　武人自身は、人柄が良いという自覚はないようで、春花の言葉に首を傾げている。

「そうですよ。他人に触られるのが嫌いだった瑠依も、武人さんに頭を撫でられても嫌がる素振りを見せませんでしたし」

「まあ、春花がそう言うならそうなのかもな」

　武人は決まりが悪そうにしながらも、その声音や表情はどことなく嬉しそうである。

　次は何を観ようかとＤＶＤをあさっていた際、春花はふと窓の外を見やる。

　ひっきりなしに降る雨は、まだまだ止む気配がない。もうとっくに梅雨明けしたのに、まるで逆戻りしたみたいだ。

「早く止んでくれるといいですね」

　雨だとデートへ行く場所も限られてしまう上に、傘が荷物になって移動の際に何かと不便である。

「確かに晴れている方がいいけど、俺は春花と一緒にいられるなら雨でも構わないよ」

　武人はおもむろに立ち上がり、抱きかかえていたモモをケージの中へ戻す。

「それに、雨で出かけられなくても、二人きりで愉しめることはいくらでもあるからな」

「そうですよね。部屋でゆっくり過ごすだけでも充分ですよね」

「まあ、それもいいけど」

「他に何かあるんですか？」

　武人の意味深な言葉に、春花はすかさず訊き返す。

　すると彼はよくぞ訊いてくれたという風に、鞄の中から製品の入った箱を出した。

「実はこんな物を買ってみたんだ」

　一つはクリップとリモコンがつながったピンクのバイブ。もう一つはピンクと白を基調とした電マ。いわゆる大人の玩具というものだ。

　淫靡な形状をしたそれらを見ただけで、緊張と期待が入り混じったような感覚が込み上げてくる。そのせいか、胸はいつになく高鳴っており、触れられてもいないのに体の芯が早くも火照り始めた。

　それらは武人と付き合う前に、春花もアダルトグッズ専用のサイトで見たことがある。

　商品レビューの評判も良く何度か買おうと考えたものの、たまに遊びに来る弟に見られたらまずいと思い結局買わなかった。

　よもや武人が、大人の玩具を購入して持ってくるとは思わず、春花は驚きのあまり目を丸くして口を半開きにする。

　呆気に取られている春花を見て、武人は可笑しそうに吹き出した。

「何て顔してるんだ。俺がアダルトグッズを買ったの、そんなに意外だったか？」

「は、はい……」

　春花が正直にうなずくと、武人はお腹を抱えて可笑しそうに笑う。

　何がそんなに可笑しいのかと首を傾げていると、彼は含みのある微笑で春花を見返してくる。

「春花が思っているほど、俺は堅物な男なんかじゃない。むしろ、春花を気持ちよくしてやりたいって、いつでも考えているぐらいだ」

　冗談とも本気ともつかないことを告げて、武人は春花の頬にそっと触れた。

「あ……」

　そのまま胸元まで撫でられ、肌がゾクゾクと粟立って小さく喘いだ。

　まるで触れられるのを期待していたかのように、体の芯はたちまち熱く火照り胸も高鳴っていく。

　春花の心の内を見抜いたのか、武人は甘い声音でそっと耳打ちする。

「時間もたっぷりあることだし、さっそく使ってみようか」

「もしかして、今からするんですか？」

　春花はちらりと時計を見やる。

　時刻は午後の三時を過ぎたところ。睦み合うにはまだ早い。

　春花がうろたえていると、武人は不敵な笑みを浮かべた。

「そうだよ。春花を気持ちよくしてやりたいって、いつでも考えていると言っただろう？」

　武人は春花をそっと抱き寄せると、淫靡な手つきで腰の辺りを撫でる。

「あぁ……」

　たったそれだけで体が熱くなり、春花の口からあえかな嬌声が漏れた。

「それに、俺は夜まで待てそうにない。今すぐ春花が欲しくてたまらないんだ」

　劣情を露わにした声音でささやきながら、武人は華奢な腰を更に撫で回していく。

「ンッ……！　あ……ぁ……」

　快感を引き出すような手つきに、下腹部の奥がジンと疼く。心臓の鼓動もドクドクと速まり、いやらしい声を抑えられなくなる。

　淫らな反応を示す春花を見て、武人は追い打ちをかけるように意地悪くささやく。

「春花だって、どれぐらいでイケるか、すぐにでも試したいんじゃないのか？」

　武人の言葉に春花はどきりと反応した。

（ここまで読まれていたなんて……）

　実を言うとグッズを見た瞬間、すぐにでも効果を確かめたいと思ってしまった。しかし、時間帯が日中であることを気にして、春花はどうにか自制していたのだ。

　その沈黙を肯定と見なしたらしい。武人は口元に笑みを浮かべて、「決まりだな」と告げてくる。

　この時の彼は、いつになく愉しげに目を輝かせていた。

　

　

　武人の誘いに乗せられる形で、春花は一糸まとわぬ姿でベッドに横たわっていた。

　部屋のカーテンは全て閉め切っている。別に誰かに監視されているわけではないが、日中なので開いているとどうも落ち着かず、外の世界と完全に遮断した状態になりたかった。

「もう何度も抱いているのに、春花は本当に綺麗なままだな」

　武人はうっとりと微笑んで、春花の全身を隈なく眺めてくる。

　恋人同士になった今でも、裸を見られるのは未だに恥ずかしい。春花が頬を赤らめて目を逸らすと、すかさず唇が重ねられた。

「ん……っ……」

　柔らかい舌が口腔に侵入し、歯茎や口蓋を優しく舐られていく。

　慈しむような口づけに胸がときめき、春花もそれに応えるように舌を動かす。

　互いの舌先が触れて絡むたびに、武人に愛される歓びを感じた。そして体も心も、もっと淫靡に愛されたいと渇望しているのがわかる。

　何回か角度を変えて濃厚な口づけを交わすと、武人の唇がそっと離れていった。

　春花が目を開けると必ず、武人は優しい笑みを向けてくれる。しかし今日は、間髪を容れずに胸元にキスされた。そしてそのまま乳房や腹部、更には鼠径部や太腿にまで口づけの痕を刻まれていく。

　こんな風に、体中にたくさんの口づけを与えられるのは、初めてである。それほどまでに、武人は自分を求めてくれているのだと実感し、春花の心は幸福感に包まれる。

　長い口づけが終わったところで、武人はもう一度唇にチュッとキスしてくれた。

　その直後、彼はまだ柔らかい乳首を指の腹で撫でた。

「あ、あ……」

　触れられた瞬間、下腹部の奥がキュンと疼き、全身がざわざわと総毛立つ。

「いきなり挟んだら痛いだろうから、ちょっと気持ちよくなってからな」

　そう言いながら武人は、乳首をクリクリと優しく転がしていく。

「あ……ぁん……」

　春花は頬を上気させて甘い嬌声を上げる。

　武人の愛撫を覚えた乳頭は、たちまち反応して硬く尖っていった。快感が背筋を駆け抜けて、腰の辺りがジンと熱を帯びていくのを感じた。

　春花の感度がある程度上がってきたところで、勃ち上がった乳頭にクリップ型のローターが挟まれる。

「や……っ……！」

　甘噛みされた時のような軽い痛みが生じて、春花は小さく悲鳴を上げて体を仰け反らせた。

　その様子を見た武人は、心配そうに春花の顔を覗き込んでくる。

「痛かったか？」

「いえ、大丈夫です。むしろ、その――」

　春花は曖昧に笑って言葉を濁す。

（武人さんに甘噛みされたみたいで、気持ちよかったです――なんて言えるわけないじゃない！）

　恥ずかしさから黙りこくる春花を見て、言いたいことが何となくわかったらしい。武人は人の悪い笑みを浮かべた。

「へぇ、今ので感じたんだ。どんな反応を見せてくれるのか、とても楽しみだな」

　武人がスイッチを入れた瞬間、乳首を挟んだローターが小刻みに振動を始める。

「あ、あぁあ……！」

　春花は再び全身を仰け反らせて喜悦の声を上げた。

　指の腹で擦り上げられる時のように、乳首がクリクリと刺激されていく。

　事前に武人の指戯で慣らされていたからか、微弱振動でも気持ちよくて喉を仰け反らせた。まだイク段階でもないのに、胸の先端から生じた甘い痺れが熱となり、腰に集中するのを感じる。

「春花の乳首は敏感だな」

　武人は喉元で小さく笑うと、リモコンのボタンを一回押した。

「や、あぁぁっ！」

　その刹那、振動の強度が一段階上がり、鋭敏になった乳頭を容赦なく責め立てていった。

　二つのローターに挟まれ、擦り上げられた乳首は赤く膨らんでいる。絶えずジンと痺れていたが、春花にはその感覚すら快楽に思えてしまう。

　そんな彼女を翻弄するように、武人は一定時間おきに振動のパターンを変えてくる。

「あっ、あっ、あぁぁん！」

　止まない乳首責めに、春花の体が何度も跳ね上がった。

　絶えず快楽を与えられ、体中が熱く火照ってたまらなく疼く。終わらない淫獄に、瞬く間に達してしまいそうになる。

「た、武人……さんっ！　もう……駄目……ッ！」

　春花は背中を反らし、首を振って悩ましげに喘ぐ。

　だが、許しを乞うても武人はスイッチを切ろうとせず、また振動のパターンを変えて責め立ててくる。

「あッ、あぁぁ……イク……！　イッちゃう！」

　春花は仰け反りを強めて悲鳴を上げた。

　痛みを伴った快感に、体がビクビクと震える。熱い塊がせり上がり、彼女の下腹部を更に疼かせた。

「あ、あぁ……武人さん……っ！」

　春花は再び許しを乞うように名前を呼ぶ。

　その直後、武人は空いている手を秘部に割り込ませ、指先で花唇をまさぐってきた。

「ひゃあぁぁっ！」

　乳首を責められている状態で秘花を弄られ、春花は一際甲高い声で鳴いて絶頂に達する。

　恥裂はすでに蜜に濡れそぼっていた。武人はそれを知らしめるように、クチュクチュと卑猥な水音を立てて指を動かしてくる。

「もうたっぷり濡れている。乳首を責められて気持ちよかったんだな」

　武人は愉しげな様子で声を弾ませて、膨らんだ雌核も優しく撫で回していく。

「あぁぁンッ！」

　上端にある花芽まで愛撫され、春花は喜悦の声を上げて身悶えた。

「かわいい声だな。ますます乱したくなってくる」

　武人は嗜虐心に満ちた笑顔で陶然とつぶやいた。

　その表情に魅入られたように、春花は息を吞んで見惚れてしまう。

　それから武人は指を引き抜き、ベッド脇に置いていた電マを手にする。

「あ……」

　これ以上、刺激され続けたら身が持たなくなりそうだ。春花はすかさず身を捩って逃げようとするが、狭いベッドの上では逃げ場などどこにもない。

　武人はそんな春花を追い詰めるように、可憐な尖りに電マのヘッド部分を押し当ててくる。

「あンッ！」

　敏感な肉芽にひんやりとした感触が当たり、春花はあえかな嬌声を上げてビクンと跳ねた。

　武人はククッと笑いながら、電マのスイッチを入れて雌核を刺激した。

「や……あぁぁぁぁぁッ！」

　全身を貫くような快感に襲われ、春花は激しく身悶えてまた絶頂を迎える。

　達しても振動を止めてもらえず、膨らみ始めた花芽は容赦なく責め苛まれていく。

「あぁあッ！　あっ、ああ……武人さんッ！　駄目……強すぎる……！」

　春花は双眸に涙を浮かべて、喘ぎ混じりの声で訴えた。

「これ以上弱くしろって言われても、さすがにちょっと無理かな。だってこれ、最弱だからね」

「そんな……」

　武人の言葉に春花は愕然となる。

（これで最弱だなんて……）

　今までの情交で、幾度となく触れられてきた花芽には、最弱の振動でも苛烈な刺激だった。その証拠に淫核は充血して真っ赤になり、下肢の疼きも強まるばかりである。

　――これ以上強くされたら、体だけでなく理性まで崩壊してしまいそうで怖い。

　手足は拘束されていないので、その気になれば乳首や雌核をなぶる玩具から逃れることもできる。

　しかし春花自身が、絶えず快感を与えてくれる玩具に、すっかり夢中になりつつあった。

「今の春花、気持ちよくて最高って顔してる。見ていると、もっと蕩けさせたくなるよ」

　武人は耳元で優しくささやくと、振動の強度を上げて更に花芽を攻めていく。同時に乳首を刺激する振動のパターンも変えた。

「あ、あぁぁぁ――！」

　高圧電流のような絶頂感が突き抜けて、春花は激しく首を振って悲鳴を上げる。

　乳首も淫芽もたくさんなぶられて、どちらも同じぐらいぷっくりと膨らんでいた。花唇からは止め処なく蜜が溢れ、電マのヘッド部分やベッドシーツを濡らしていく。

　もう何度、絶頂に達したかわからない。

　しかし武人は、どちらの玩具のスイッチを切る様子など見せず、振動のパターンや強度を変えては徹底的になぶってくる。

　そのたびに春花は全身を痙攣させ、悩ましげに喘いで官能の深みに嵌まっていった。

「あぁん！　あっ、あっ、あぁぁ――ッ！」

　そしてまた、春花の口から甲高い嬌声上がり、体が大きく仰け反った。

　数え切れないほど達かされ、体中の性感帯が過敏になっている。絶え間なく声を出したせいで、喉がすっかりカラカラに渇いてしまった。正直、息をするのも苦しい。

　そこでようやくスイッチを切ってもらえ、春花はいつ終わるとも知れない淫獄から解放される。

　春花は安堵と充足感から、手足を投げ出してベッドに身を沈ませた。それから呼吸を整えて、たどたどしく言葉を紡いでいく。

「武人……さん……。お水、下さい……」

　まるで風邪を引いた時みたいに、声が掠れてしまっている。きっとこれも叫んだせいだろう。

　武人はすぐさま立ち上がり、グラスに水を注いで持ってきた。そしてそれを一気に呷ると、口移しで春花に飲ませてくれる。

　流し込まれた冷たい水が、たちまち渇いた喉を潤していった。

「ん……っ……。ふ……ぅ……」

　春花が水を飲み終えても武人は唇を離さず、口腔を味わうように舌でまさぐってくる。

　何度も達した後の口づけは、格別なもののように感じられた。胸が甘いときめきと幸福感で満たされ、疲労が一気に吹き飛んでいくようである。

　武人と夢中で口づけを交わしていると、大きな手で乳房をやんわりと揉まれた。

「ンンッ！　ん……ふぅ……っ」

　更に指先で乳首を捏ね回され、春花は小さく喘いで体を仰け反らせる。

　武人はその隙を狙っていたように、すかさず唇を離して白い喉元に舌を這わせた。

「あ……あぁ……」

　鋭敏になった体はわずかな愛撫にも反応してしまい、春花は背筋がゾクゾクするほどの快感を覚える。

　それから武人の舌は鎖骨や胸の谷間を這っていき、そのまま濡れそぼった花唇へたどり着く。

「ん……ああッ！」

　春花は下肢を痙攣させて上擦った声で喘いだ。

　武人はとろとろになった秘花にキスを落とし、平たい舌で舐り始めた。

「あっ！　あぁ、いや……武人さんッ！　そんな所……舐めないで……！」

　春花はビクビクと戦慄いて首を振る。

　淫猥に濡れた性器を間近で見られるのも恥ずかしいが、それ以上にこんな風にいやらしく舐られているなど耐えられない。

　春花は舌戯から逃れようと身を捩るが、武人がそれを許さないとばかりに両足を強く抑えてくる。

「逃がさないよ。だって春花のここ、俺に舐められて気持ちいいって言っているからね」

　彼は意地悪く告げると、熟れた秘裂を丹念に舐っていく。

「ああっ！　あ、あぁぁッ！」

　溢れる淫蜜を味わうように、花唇全体をねっとりと舐められ、快感のあまり体の震えが止まらなかった。

　何度も絶頂に達しても尚、まだ足りないとばかりに疼いている。

　柔らかい舌でくすぐられるたびに、蜜腔はヒクヒクと収斂して新たな雫を滴らせた。花芽も小刻みに脈打っては、ぷっくりと膨らんで勃起していた。

「春花はここもかわいいな」

　武人は愛しげにつぶやくと、勃起した雌核にそっと唇を寄せる。

「あぁぁん！」

　そのまま柔らかく吸い立てられ、強烈な快感が容赦なく押し寄せてきた。

　春花は口づけだけで達してしまい、全身を大きく波打たせた。

「ひゃぁああぅ！」

　武人の舌先が、春花に休む暇を与えることなく、過敏な突起をなぶってくる。

　あえかに震える肉芽は、淫蜜と唾液に濡れていやらしく輝いており、それが余計に彼の欲情を煽ることとなった。

　武人は口づけと舌戯で、官能の芽を徹底的に責め立てていく。

「は、ああぁ……！」

　愛でるように優しく舐られ、淫蜜と共に吸われるたびに、快感が大きく膨れ上がる。尽きることのない絶頂感に、理性も蕩けていくようだった。

　全身が熱く火照って仕方がない。下腹部の奥も、もっと快楽が欲しいとばかりに疼きを増している。

「あぁ……武人……さん……」

　早く武人の熱く滾った楔で、中を満たされたくてたまらない。春花は恍惚の面持ちで愛する男の名前を呼ぶ。

「またイキたい？」

　優しくも意地悪な問いかけに、春花は何度もうなずいた。

　すると武人が喉元で小さく笑う気配がした。

「春花はこういう時だけ素直だよな。普段からもっと甘えてくれたっていいのに」

　言い終えると同時に武人は、過敏になった花芽に強く吸いつく。

「ひ、あぁぁぁぁッ！」

　頭の天辺から爪先まで、一際強い快感が駆け抜けていき、春花は激しく身悶えて絶頂を迎えた。

　武人が秘花から顔を離しても、官能の疼きは一向に引かなかった。下肢の中心も相変わらず、物欲しげに熱く脈動している。

　春花がベッドの上で惚けていると、武人は再び覆いかぶさってくる。その刹那、蜜口に熱いものが宛がわれた。

　恐る恐るそちらに視線を向けると、避妊具を装着した彼の雄肉が見えて、淫靡な期待から全身がゾクゾクと粟立つ。

「早く欲しくてたまらないって感じだな。ここまで俺を求めてくれて嬉しいよ」

　武人は嬉しそうな笑顔を見せて、春花の頬にそっとキスを落としてくれる。

　それから間髪を容れずに、彼の熱い屹立が押し進められていった。

「ん……あぁぁ……」

　待ち望んだ剛直を受け入れ、膣襞が歓喜に打ち震える。痺れに似た快感が背筋を奔り、春花はたまらず感嘆の声を上げた。

　根元まで埋め込まれたところで、最奥を優しく擦り上げられる。

「あ、あ……あぁ……」

　快楽の波がすぐさま押し寄せて、熟れた媚肉がヒクヒクと収斂を繰り返す。

「ここを攻められるの、気持ちいい？」

　熱い切っ先を擦りつけながら、武人が耳元でそっとささやいてくる。

　鼓膜をくすぐる低い声音に、脳の奥まで甘い痺れが生じる。心地良い快感に春花の胸は一段と高鳴りを増した。

「はい、気持ちいいです……」

　春花は恍惚の微笑で答える。すると武人はわずかに瞠目し、みるみるうちに頬を紅潮させていった。

「全く……これ以上、俺を煽るなよ。抑えられなくなるじゃないか……」

「え？」

　武人の言葉の意味がわからず、春花はすかさず首を傾げて訊き返す。

　すると彼は欲望を湛えた瞳で見下ろしてきた。

「無自覚なのも困ったもんだ……」

　小さく笑ってつぶやく武人の眼差しは、獲物を狙う肉食獣そのもの。春花はたちまち小動物のように身を強張らせた。

　その直後、武人は律動の速度を上げて、膣壁を獰猛に攻め立ててくる。

「あぁぁッ！」

　感じる部分を熱い切っ先で穿たれ、隘路がわなわなと震えた。

　擦られるたびに快感が押し寄せて、またイきそうな予感が体の奥から込み上げてくる。

　喜悦の声で啼いて身悶える春花に、武人は愛しげに口づけを落とす。

「んッ……あぁ……」

　優しい口づけにも感じてしまい、春花は甘切なく喘いでまた身震いする。

　武人は抽送を繰り返しながら、何度もキスの雨を降らせていった。

　甘い口づけは唇のみならず、首筋や鎖骨、胸の膨らみにも落とされる。

「春花はいつでもかわいいからな、今もまだ他の男が狙っているかもしれない。だから、俺のものだって証をたくさん残すんだ」

　武人はその言葉の通り、春花の白い肌に無数の赤い痕跡を刻みつけていく。

　柔らかい唇が肌に触れ、口づけの痕を付けられるたびに、春花の心は幸福感で満たされる。同時に、もっと濃厚に愛されたいという欲求が湧き上がり、体の芯はますます疼きを増していった。

　口づけが終わったところで、今度は二つの膨らみを揉みしだかれた。

「ああっ！　あ……あぁ……」

　春花の体がビクンと跳ね上がり、口から艶めかしい声が漏れる。

　乳房を捏ね回されている間も、膣襞は雄茎によって熱く攻め立てられていた。その感覚が気持ちよくてたまらず、春花は下肢を震わせて男根を締めつける。

「ン……うぅ……ッ！」

　武人が苦しげに喘いで身震いする。その弾みで埋め込まれた剛直も、大きく脈打ってより硬くそそり勃った。

　武人は劣情に満ちた笑みを見せて、己の昂りを容赦なく突き上げてくる。

「ああぁぁぁ！」

　春花は激しく首を振って喜悦の悲鳴を上げた。開かれた瞳から涙がこぼれ落ちていく。

　熱い肉棒を獰猛に擦りつけられ、最奥を休むことなく穿たれ、快感が堰を切って体中を駆け巡る。

　――気持ちよすぎて頭の中が真っ白になりそう。

　苛烈な抽送に幾度となく気を遣りそうになるが、自身の中で暴れる武人の分身や淫靡な愛撫によってすぐさま意識を引き戻された。

　全身が蕩けてしまいそうなほど熱い。攻め立てられている蜜襞もすっかり濡れており、肉棒が行き来するたびにグチャグチャといやらしい音を立てた。

　性器同士がぶつかる音に春花の嬌声が重なり、部屋の中は淫靡な空気に満たされていく。

「ん……あぁ……。武人……さん……」

　春花は武人に甘えるように縋りつき、自らもたどたどしく腰を振った。

　誘惑するようなその動きに、武人は劣情を掻き立てられてより強く穿ってくる。

「あっ、ああんッ！」

　目の前が一瞬だけ真っ白になり、春花の全身が激しく痙攣する。

「気持ちいい？」

　己の剛直を獰猛に穿ちながら、武人は甘く優しい声音で問いかけてきた。

「はい、気持ちいい……です……」

　素直にそう答えると、子宮口に熱い切っ先を押し当てられ、グリグリと擦りつけられた。

「ひっ、あぁぁぁぁ――ッ！」

　体の内側で膨れ上がった快楽が一気に爆ぜて、春花は甘くも激しい絶頂に呑み込まれていく。攻め込まれている膣襞も、一際大きくうねって剛直を強く締めつける。

「ンッ……く……ぅ……！」

　その直後、武人も腰を大きく震わせて熱い飛沫を放出した。

　春花は満ち足りた面持ちで、官能の余韻に浸っていた。

　そんな彼女をいたわるように撫でると、武人は自らの半身をゆっくり引き抜く。

　充分すぎるほど達した筈なのに、もっと満たしてほしいと彼を求めてしまう。

　それは今日に限ったことではない。武人の雄肉から精を吐き出され、自身の体から引き抜かれるたびに、寂しさに似た感情が込み上げてくる。

　春花が切なげに眉を下げてため息をつくと、武人は体ごと抱き寄せて優しく耳打ちした。

「そんな寂しそうな顔するなよ」

　その直後、下腹部の辺りに熱く硬いものが触れた。

　春花の目に入ったのは武人の剛直。つい先程、精を放ったばかりであるにも拘わらず、未だに硬さを保ってそそり勃っている。

　春花が目を丸くして見入っていると、武人に手を掴まれて男の象徴に触れさせられた。

「あっ……！」

　隆起した男根は驚くほど熱く硬く、春花はたまらず小さく悲鳴を上げた。

「俺の熱、感じるか？」

　恥ずかしげに頬を赤らめる春花に、武人は陶然とした声色で問いかける。

　彼の低い声が脳に心地良く響き、胸の奥がジンと震えた。

　春花がうっとりと聞き惚れていると、武人は再びささやきかけてくる。

「俺もまだ、春花が欲しくてたまらないんだ」

　武人の言葉を聞くなり、春花は頬を上気させて彼を見上げた。

　端正かつ精悍な顔に、優しい笑みが浮かんでいた。しかし黒い瞳には、淫靡な光が湛えられている。

　獰猛な熱情を孕んだ眼差しに、体はたちまち反応して熱く疼く。

「春花もまだ、俺が欲しい？」

　武人は優しい笑みのまま再度尋ねてきた。

　あまりにもストレートな問いかけに、春花は恥ずかしさから瞬時に顔を真っ赤にする。

「はい、欲しいです……」

　ためらいつつもどうにか答えると、武人から優しく頭を撫でられた。

「ちゃんと正直に言えていい子だ」

「からかわないで下さい……」

　子供扱いされているのか、大人の女として見てもらえているのか、時々本当にわからなくなる。

　だが、それも悪い気がしなくて、それ以上反論しようという気は起きない。

　それから武人は、屹立したものに新しい避妊具を被せ、濡れそぼったままの蜜口にそっと宛がう。

「あん……」

　丸い先端が触れただけで、花唇全体がビクビクと震えた。体がこの瞬間を待ち侘びていたのがわかる。

　武人は春花に軽くキスすると、己の猛りを再び押し進めていった。

「ああぁっ」

　春花は歓喜のあまり全身を震わせて喘いだ。

　焦らすように少しずつ、熱い肉茎が挿入されていき、じわじわと蜜腔を押し広げられていく。

　丸い先端が子宮口に触れたところで、武人は再びやんわりと微笑みかけてくる。

「春花、愛している」

　武人と恋人同士になってから、毎日のようにささやかれる愛の言葉。

　しかし、毎日聞いているからといって、決して飽きることはない。むしろ、ますます歓びと幸福感に満たされて、同時に彼に対する愛も深まっていく。

「私も、武人さんを愛しています」

　春花も同じように、満面の笑顔で愛の言葉を返した。

　その直後、武人はゆっくりと腰を動かして抽送を開始する。

「あ……あん……」

　猛々しい巨根で蜜襞を擦られ、全身に甘い快感のうねりが這い上がってくる。

　隘路の中で熱を増す剛直を感じながら、春花は身も心も官能の深みに溺れていった。

　

　

　その後も互いを貪るように愛し合い、何度も突き抜けるような絶頂に果てた。

　あんなにも長く抱かれたのは初めてだ。武人が春花に対して、いかに激しい劣情を抱いているのか、改めて実感させられた時間である。

　そしてもう一つ、彼の意地悪な一面も知ることができた。

　大人の玩具で春花の感じる部分を重点的になぶり、淫靡な言葉で攻めてきた武人だが、行為が終わった後はいつもと変わらぬ優しさを見せてくれた。

　そうして官能の熱が引いていった後、二人は抱き合ったまますぐに深い眠りに就いた。

　――何て幸せなのだろうか。

　数え切れないほど達かされ、体は限界まで疲れ切っていたが、武人にたくさん愛された歓びの方が遥かに大きい。

　春花は武人のぬくもりを感じようと、目を閉じたまま手を伸ばす。

　しかし、隣で眠っていた筈の彼は、そこにいなかった。

　急に不安と寂しさに襲われ、春花は勢いよく体を起こした。

　どうやらかなり長いこと、ぐっすり眠っていたらしい。ベッドサイドの時計を見ると、時刻はすでに夜の七時を過ぎていた。

（武人さんはどこ？）

　慌てて部屋の中を見渡すと、キッチンの方が微かに明るいのに気付く。

　春花は急いで服を着ると、気だるさの残る体を引きずってキッチンへ向かう。そこで愛しい人の姿を見つけ、安堵から思わず「良かった……」とつぶやいた。

　春花の独り言が聞こえたのか、武人はすぐさまこちらを振り向いた。

「あ、ごめん。勝手にキッチン借りてたよ」

「それは構いませんけど……。あの、ご飯なら私が作りますよ」

「春花は疲れているだろう？　俺が作るからゆっくり休んでて」

「それじゃあ、お言葉に甘えて」

　気を遣わせてしまって申し訳ない気もしたが、疲れていたのは本当だったので武人の厚意に甘えることにする。

　作ってもらっている間、春花は浴室へ行き軽くシャワーを浴びた。

　その際、武人につけられた口づけの痕を鏡で見て、羞恥心が込み上げてきた。しかし同時に、彼のものであるという証を刻まれて、嬉しく思う自分がいたのも事実である。

　シャワーを浴び終えて髪を乾かし、リビングへ戻ると食欲をそそる良い匂いが漂ってくる。

　食卓テーブルに並べられていたのはオムライスとサラダ。そのうちの一つには、卵の上にケチャップで花丸が描かれていた。

「わあ、かわいい！」

　春花は表情を綻ばせて感嘆の声を上げた。

「春花はいつも頑張っているから、花丸を描いてあげようと思って。ちょっと歪になってしまったけどな」

「そんなことないですよ、すごく上手に描けてます。ありがとうございます」

「そう言ってもらえると嬉しいよ」

　武人は照れ笑いを浮かべつつも、春花に喜んでもらえて満足そうである。

　春花もまた、武人が自分のために作ってくれたのが嬉しくて、心の中が歓喜で満たされていった。

　春花は席に着くと、「いただきます」と手を合わせて食べ始める。

　卵は固すぎず柔らかすぎず、ちょうどいい焼き加減。ケチャップで味付けされたご飯も、具がたくさん入っていて食べ応えがある。

「味の方はどう？」

「とっても美味しいです！」

　春花の返答を聞いて、武人は嬉しそうに「それは良かった」と破顔する。

（私もこんな風に、美味しい料理を作れたらな……）

　春花もこれまでに何度か、武人に料理を振る舞ったことがある。

　そのたびに彼は「美味しい」と言ってくれるが、自分ではまだまだだと思う。レパートリーが決して多い方ではないので、余計にそう感じるのかもしれない。

（そのうち料理教室にでも通ってみようかな）

　春花がそんなことを考えていると、向かいに座る武人が思い出した様子で話しかけてくる。

「ところでさっき、俺がキッチンをあさっている時に、『良かった』ってつぶやいていたよな？　もしかして、俺がいなくなったって思ったのか？」

「はい……」

　しっかり聞かれていたらしい。恥ずかしくなった春花は、今にも消え入りそうな声で返事をする。

　ばつが悪そうに俯く彼女に、武人は穏やかな声音で「大丈夫だよ」と言葉を返した。

「俺は絶対に、春花を置いてどこへも行ったりしない」

「そうですよね。私ったら、何であんなに不安になったんだろう？　何だか馬鹿みたい……」

　――ちょっと姿が見えないだけで寂しがるなど、まるで幼い子供のようではないか。

　しかし武人は、決して春花を揶揄することはなかった。

「そんなことないよ。俺だって、春花と離れている時はいつだって寂しいし、不安でいっぱいだから」

「そうなんですか？」

　武人の意外な言葉を聞いて、春花は目を丸くして訊き返す。

「ああ。仕事が終わって家に帰るたびに、春花がそばにいてくれればいいのにって、いつも思うんだ。それだけじゃない、離れている間に俺以外の男に盗られてしまうんじゃないかと、つい不安になってしまう。さっき、あんなに何度も求めたのもそのせいだよ」

「武人さん……」

　話を聞き終えたところで、春花の脳裏に先程の情交が蘇る。

　甘く蕩けるような口づけをされ、胸の頂や秘花を指と舌で愛でられ、灼熱の楔で何度も最奥を突かれた。

　武人が与えてくれた淫靡な快感を思い出すだけで、体は再び疼きを帯びていく。

　春花がうっとりと微笑んでいると、武人から再び声をかけられた。

「だから春花、近いうちに一緒に暮らそう。そうすればいつでも一緒にいられるし、お互い寂しい思いをしたり不安になったりしないで済むだろう？」

「はい！」

　武人の提案は願ってもないことだった。春花は歓びのあまり、満面の笑みで大きくうなずく。

　――武人との恋愛は順風満帆である。この先もきっと、幸せな日々が続くに違いない。

「春花のその表情、本当に好きだよ」

　春花が甘い未来に思いを馳せていると、武人は表情を緩めて感慨深げにつぶやく。

「夕飯を食べ終わったら、また気持ちいいことしようか」

　続いて色気を含んだ声色で告げられ、春花は体の奥に燻る官能の熱が呼び覚まされるのを感じた。

「もちろん、今度は優しく抱いてあげるから」

「それならいいですよ」

　本心では自分も武人にもっと愛されたいと思っている。だからこうして甘くささやかれると、ついうなずいてしまう。

（だけど私は、こうして武人さんと過ごすのが何よりも好き）

　二人が甘い一時を紡いでいる間も、外では雨がいつまでも降り続いていた。







第三章　〜抑えられない欲望〜








　同棲を約束した春花と武人だったが、その矢先に大きな案件が入ってしまい、それどころではなくなってしまった。

　案件の内容は、地元の公立中学校で起きたいじめ問題で、武人は被害者の弁護を担当することになったのだ。

　加害者側は自分達の非を一切認めず、全面的に争う姿勢を示している。学校側も事を大きくしたくないのか、把握していなかったの一点張りで、裁判はかなりの長丁場になると予想されている。

　この案件は、テレビのニュースや新聞でも連日のように話題に出ており、武人もちょっとした有名人になっている。

　そんな大きな訴訟を担当したものだから、彼は家に仕事を持ち帰るほど多忙になった。

　プライベートでもなかなか思うように時間が取れず、電話やメールでのやり取りだけの日も少なくない。

「ごめんな、春花。約束を先延ばしにしてしまって……」

　申し訳なさそうに謝る武人に、春花は屈託のない笑顔で「謝らないで下さい」と言葉を返す。

「私なら平気ですから、武人さんは気にせずお仕事に専念して下さい。それに、職場でいつでも会えるじゃないですか」

「そうだな。春花のそういう前向きなところ、俺も見習うよ」

「いえ、私は前向きなんかじゃありません」

　実を言うと、顔を合わせるだけでは寂しい。本当はすぐにでも甘えたいし、抱いてほしいとも思っている。

　しかし、本音を口に出せば武人を困らせるだけである。

　――彼だってきっと同じ思いなのだから、自分もしっかり我慢しなければ。

　春花はその寂しさを紛らわすように、遅くまで事務所に残って仕事をする武人に付き合い、一緒に残業して彼の仕事を手伝った。

　事務員の自分にできることなど、たかが知れている。それでも、少しでも武人のそばにいて彼の力になりたいという想いから、いつも以上に精を出して仕事に取り組んだ。

「春花、少し無理しているんじゃないか？」

　残業中、コーヒーを淹れて戻ってきたところで、武人から心配そうに尋ねられた。

「いえ、これぐらい何ともありません」

　春花は笑顔を見せてそう答えるが、武人の表情は曇ったままである。

「言うほど何ともないようには見えないが。顔にも疲れが出ているし、今日はもう帰って休んだ方がいい」

　確かに武人の言う通り、ここ数日の自分の表情に張りがなくなったと思う。ちゃんと睡眠は取っているものの、疲労が蓄積されている感じがする。

　だが、武人は原告との打ち合わせを始め、裁判所へ行ったり取材を受けたりしているので、休みたくても休めない。

　そんな彼に余計な心配をかけさせたくなくて、春花は気丈に振る舞って「私なら大丈夫ですから」と言葉を返した。

　そんな多忙な日々を繰り返し、自分のことが疎かになっていたせいか、春花は勤務中に熱を出して早退を余儀なくされた。

　マンションまでは近いので、最初は歩いて帰るつもりだった。ところが、武人はわざわざタクシーを呼んでくれた上に、勤務時間が終わるなり夕食を作りに来てくれたのだ。

「ごめんなさい。忙しい時に、武人さんの手を煩わせてしまって……」

「そんなこと、気にしなくていいよ。俺にとって、春花は何よりも大切な存在だから。看病するぐらいどうってことない」

　武人はベッドに横たわる春花の髪を撫でて、頬に優しい口づけを落とす。

　それから彼は卵と鶏肉、そしてきのこと温かいご飯を使って、鶏雑炊を作ってくれた。

　最初は食べさせてやると言われたが、恋人同士とはいえ少し恥ずかしかったので、椅子に座って自力で食べた。

　柔らかくなったご飯と卵の優しい味が、口いっぱいに広がっていく。鶏肉もきのこも、食べやすいよう一口サイズに切られている。それだけで武人の優しさが伝わってきて、お腹だけでなく心も満たされるのを実感した。

（武人さんと恋人になれて、本当に良かった……）

　雑炊を口に運びながら、春花は歓びと幸福から小さく微笑む。

　その後の後片付けはもちろん、洗濯やモモの餌やりまで、全て武人がやってくれた。

「ありがとうございます。武人さんも、お仕事で疲れがたまっているでしょうに……」

　武人には感謝してもしきれないが、同時に申し訳なくなって胸に痛みが走る。

　幼い頃、体調を崩すと父親から舌打ちされたり、「またかよ」と苛立ちを露わにした口調で責められたりしたので、罪悪感に似た感情を抱くのかもしれない。

　昔のことを思い出して、たまらず表情を曇らせる春花に、武人は優しく笑いかける。

「春花のためなら、これぐらい何ともないさ」

「武人さん……」

　武人の優しい言葉に、春花は思わず涙を流した。

「どうしたんだ？　急に泣いたりして」

「武人さんの言葉がすごく嬉しくて……」

　春花はすぐに涙を拭おうとするが、そうするよりも先に武人が眦に口づけし拭ってくれる。

　それから彼は春花をそっと抱きしめて、ごく優しい声音で耳打ちする。

「春花。明日一日、大事を取って休むんだ」

「いえ、明日もちゃんと出勤します。一晩寝れば、きっと良くなりますので」

　武人の気遣いは嬉しい。それでも自分が休むことで、彼を始め他の事務員に迷惑はかけたくなかった。

　しかし武人は首を縦に振ろうとせず、たしなめるような口調で「それは駄目だ」と制する。

「春花が今よりもっと具合が悪くなったら、それこそ俺は心配で仕事に集中できなくなる。春花が休んでも誰も責めたりしないし、もし責めるような人間がいれば俺がそいつを許さないから」

　武人の真摯な眼差しに、春花は胸の奥がジンと熱くなるのを感じた。

（彼には敵わないな……）

　ここまで強く言われたら、休まざるを得なくなる。春花は素直に「わかりました」とうなずいた。

「無理して仕事に行って、体調が悪化したら元も子もないですよね」

「そうだよ。それに、春花の具合が更に悪くなって、入院でもする羽目になったら俺も辛い」

「もしかして、お父様のことと重ねていますか？」

　前代表である武人の父親は、仕事に精を出すあまり過労で倒れて入院したことがある。

　幸い命に別状はなかった。しかし、年齢的に体力にも限界があり若い頃のように働けないと悟った彼は、二年前に代表の座を息子に譲ったのだ。

「確かに父さんのこともあるけど、それ以上に春花が俺の見えない所へ行ってしまうのが嫌なんだ」

　武人は失いたくないとばかりに、春花の体を強く抱きしめる。

（あぁ、とても優しくて温かい……）

　こうして武人の腕の中で、ぬくもりを感じるのが大好きでたまらない。胸に頭を預け、規則的な心臓の鼓動を聞いていると、安心感が込み上げてくる。

「今夜は泊まって行こうか？」

　武人の問いかけに、春花は思わずうなずきそうになるが、寸でのところで踏みとどまる。

「いえ、大丈夫です」

　本当はずっとそばにいて、一緒に眠ってほしかった。

　だが、ただでさえ忙しい時に、時間を割いて世話をしてもらったのだ。これ以上、武人に迷惑をかけたくない。

　武人としては、もう少し自分に甘えてほしかったのか、少し残念そうに「そうか」とつぶやく。

　それから何事もなかったように、彼は優しい眼差しを春花に向けてくる。

「明日もまた、仕事が終わったら来るよ」

「待ってますね」

　武人が忙しいことを考えれば、断ったほうがいいのかもしれない。しかし、これぐらいのわがままは許されるだろう。

「それじゃあ、お休み」

　ついばむような優しい口づけをすると、武人は静かに体を離して立ち上がる。

「お休みなさい」

　春花が微笑んで言葉を返すと、武人は軽く手を振って部屋を出て行った。

（今夜は良い夢が見られそう……）

　具合の悪い時はいつも、嫌なことや過去の辛い記憶を思い出してしまう。しかし今は、武人に優しく看病してもらえたおかげで、心が甘い充足感で満たされている。

　明日また、武人が来てくれるのを心待ちにしながら、春花は明かりを消してそっと目を閉じた。

　武人の献身的な看病のおかげで、春花の体調はすぐに回復した。

　すっかり良くなった頃には、また一緒に遅くまで仕事をしようと考えたが、武人の方から断られてしまった。

　最初は春花も、看病してくれた礼をしたいからと、引くつもりはなかった。

　そんな彼女に武人は、諭すような口調でこう告げてくる。

「俺の力になりたいという春花の気持ちは嬉しいけど、無理してほしくないんだ。だから春花のできる範囲で俺を支えてくれればいいよ」

　こうして春花は言われた通り、勤務時間内は自分のできる範囲でしっかり頑張り、基本は定時で帰るようになった。

（だけど私は、武人さんの方が心配……）

　武人は相変わらず忙しそうで、未だに遅くまで残業している日もある。

　彼の方こそ、身が持たなくなって倒れてしまうのではと不安になり、春花は何度か尋ねてみた。

　そのたびに屈託のない笑みを向けられて、「春花は心配性だな」とか「俺は昔から、体力には自信があるから」などという返事が返ってきた。

　日頃からスポーツジムに通っている武人のことだ。運動神経がほとんどない春花とは比べものにならないほど、体力も精神力もあるに違いない。

（私も、もう少し体力があれば……）

　だが、ないものを嘆いても仕方がない。武人に言われた通り、自分にできる範囲でしっかり仕事をこなすまでだ。

　――それにしても、いつになれば仕事が落ち着くのだろうか。

　春花は書類のコピーを終えると、深いため息をついて空いているデスクに目を向ける。

　この日、武人は朝から裁判所に行っており、終日不在である。

　今までもこういう日は何度かあったが、こんなにも寂しくて辛いと感じたのは今回が初めてだった。

　今の春花にとって、武人はなくてはならない存在であることを、改めて実感させられる。

　武人も昨夜の電話で、「明日は春花の顔が見られなくて辛い」とこぼしていた。その言葉を聞いただけで、彼も自分と同じぐらい求めてくれているとわかり嬉しかった。

（武人さんだって頑張っているんだから、私もしっかりしないと！）

　弱気になっていた心を奮い立たせると、春花はすぐさま自分の仕事を再開した。

　

　

　一日の業務が全て終わるなり、春花は武人に一言メッセージを送信してから事務所を出た。

　今夜は久しぶりに、弟の瑠依と食事に行くことになっている。

　昼休みにメールで予定を聞いたところ、何も入っていないと返事が来たので約束を取り付けたのだ。

　エントランスを出てすぐのところで、瑠依の姿を見つけて思わず苦笑いする。

「わざわざ迎えに来なくても良かったのに」

「別に大した手間じゃないよ、家からここまでそんなに遠くないし。それに、姉さん一人で夜道を歩かせたくないから」

　自分の方が姉なのに、まるで立場が逆転したみたいである。

（もしかして、武人さんの代わりに守ろうとしてくれてる？）

　忙しくなる前に一度だけ、武人を交えた三人で食事をしたことがある。その際、春花が席を外した時にでも、そういった話をしたのかもしれない。

「またいつものファミレスでいいの？　今日はちょうど給料日でお金が入ったから、奮発して少し高いお店に行く？」

「いつもの所でいい」

　春花の問いかけに、瑠依は淡々とした口調で返答する。

　初対面の人が聞けば、不愛想だと受け取るかもしれない。しかし、これが弟にとっての普通の話し方である。

　春花はにっこり笑いかけて、「じゃあ、行きましょう」と言って歩き出す。それからすぐに、瑠依もついてきて隣を歩く。

　昔の弟は春花よりも背が低く、男子の中でも体が小さい方だった。

　だが、大人になった今はずいぶん身長も伸びて春花を抜いた。それでも、百八十センチ近くある武人には及ばないが。

　公園のそばを通り過ぎようとした時である。

「おい、春花。ん？　瑠依も一緒なのか」

　中年の男の声で名前を呼ばれ、春花はドキリとなって足を止めた。隣にいる瑠依も、荒い呼吸を繰り返して肩を震わせている。

（何で……あの人がここにいるの……!?）

　もう二度と声を聞きたくなかった父の声。そして、できれば二度と顔も合わせたくなかった。

　恐る恐る声のした方を向くと、父がゆっくりとした足取りでこちらに近づいてくる。

　父は自分の思い通りにならないとすぐに怒鳴って威圧し、ひどい時には物を投げつけたり手を上げたりと暴力を振るってきた。

　そんな父を恐れて顔色を窺っていると、「お前のそういうところが腹立つ」と余計に怒りを買った。学校のテストで一問でも間違えると、「だからお前は駄目なんだ」とか「こんなこともわからないのか」などと罵倒された。

　対人関係が上手くいかず、フリースクールに通っていた瑠依にも、「なぜ普通の人間と同じようにできないんだ」と毎日のように怒鳴りつけていた。

　過去の辛く苦しい記憶が、フラッシュバックのように蘇り、背筋に悪寒が走る。

　今すぐこの場から逃げ出したかったが、そうすれば父に屈したことになってしまう。それに、何もできなかった子供の頃とは違うのだと、父親に証明してやりたかった。

（私達は何も悪いことなんてしていない！）

　どんな裁判でも堂々としている武人に倣い、春花は自分も毅然と立ち向かうのだと決意する。

　およそ十六年ぶりに再会した父親は、一気に老け込んだという印象が強い。

　年を取るのは当たり前のことだが、それにしたってかなり老け込んだ気がする。まだ六十になったばかりの筈なのに、白髪が増えてやつれているせいかもっと年上に見えた。また、離婚してから喫煙を再開したのか、目は充血して黄色く濁っている。

「今更になって、何で私達の前に姿を現したの？」

　父が住んでいるのは隣の県である上に、こちらは行方をくらましたわけではないので、居場所を突き止めるのは不可能なことではない。

　やはりそれでも、こうして勤務先の近くまで現れたことに、春花は不快感を拭えなかった。

「駄目なお前らがちゃんとやっていけてるかどうか、親として様子を見に来てやったんだよ！」

「何よそれ。『お前らみたいな出来損ないの父親になんかなりたくなかった』って、散々言っていたくせに……！」

　決して弱みを見せてはなるまいと、春花は父親を睨みつけて気丈に振舞う。

　そんな春花のことを、父は馬鹿にしたように鼻で笑った。

　どうせ自分に対抗できないと高を括っているような、完全にこちらを見下した嫌な笑い方だ。

「お前らはちっとも変わってないな。大人になったのは外見だけで、中身は相変わらず子供のままだ。いかにあいつが、お前らを甘やかして育ててきたか、よくわかる」

「そっちこそ、そうやっていつも僕達や母さんを苦しめて、自分の思い通りに服従させようとして！　自分のことを棚に上げるあんたが一番、何も変わってないじゃないか！」

　それまで黙っていた瑠依が激昂する。

　そんな弟を見て、父はまた馬鹿にしたように笑う。

「瑠依、落ち着いて」

　春花はすぐに瑠依をなだめると、父に向き直って毅然とした口調で問いかけた。

「私達が家を出て行く時、『お前らのせいで家庭を壊された』って言っていたけど、今になってその時の仕返しをしに来たの？」

「何だ？　あいつから何も聞かされていないのか？」

「何の話？」

　話の内容が全く見えず、春花は怪訝な表情を浮かべた。

　するとまた、父は声を立てずにせせら笑う。

「あの女らしいやり方だな」

　父は先程から、母のことを「あいつ」だの「あの女」だのと呼んでいる。名前を口にしたくないぐらい、元妻を憎んでいるのがありありと伝わってきた。

「去年、俺は病気をして入院してたんだよ。その間、少しは俺にも至らないところがあったかもしれないと思って、よりを戻そうとは言わないから会って謝罪したいと手紙を出したんだ。そうしたらあの女、何て書いて寄こしてきたと思う？　口先だけの謝罪なんて聞きたくない、もう二度と手紙を送ってこないでほしい、だとよ。俺はずっとお前らを養うために安月給でも働いてきたのに、何でこんな屈辱を味わわなきゃならないんだって、怒りが一気に爆発したよ」

「お母さん、また一人で抱え込んで……」

　元夫を拒絶した母のことだ。我が子である自分達にも、嫌な思いをさせたくないという考えから、敢えて黙っていてくれたのだとわかる。

「それにしても、俺が辛い目に遭っている間も、呑気に過ごしていたみたいだな。俺は一人でずっと屈辱に耐えて、苦労もしてきたというのに……」

　父の被害妄想が始まり、春花も瑠依もたまらず顔をしかめた。

　父は昔から、物事を他人のせいにしては、すぐに被害妄想に走るきらいがある。家を出て行く時に父方の祖母が、嫁が息子から親権を奪ったと騒ぎ立てていたので、その性格が遺伝されたのだろう。

　そんな祖母の元で育ってきた父のことだ。今まで自分達姉弟や母にしてきたことも悪いとは思っておらず、病気になったのも全部こちらのせいだと考えているに違いない。

（本当に嫌な人……！）

　こんな最低極まりない父親には、もう怒りと憎しみしか湧いてこなかった。

　春花の心情などお構いなしに、父の嫌味は続いていく。

「春花、お前みたいな物覚えの悪い馬鹿が、よく弁護士事務所なんかに就職できたな。付き合っている男を誑し込んで入社したのか？」

「もういい加減にしてよ！　どこまで私達を苦しめれば気が済むの！」

　昔と変わらない毒親ぶりを発揮するだけでなく、自分と武人の関係を猥雑に言われたのが許せなくて、春花は我慢できずに怒りを爆発させた。

　すると次の瞬間、父は鬼の形相で睨みつけてくる。

「おい、何だ？　その口の利き方は」

　低く唸るような声音で問いかけられた。怒鳴られたわけではないが、身を竦ませるほどの気迫があった。

「お前、また俺に殴られたいのか？　俺に口答えしたらどうなるか、ちゃんと教えてやったよな」

　父の言葉に春花の肩が大きく跳ね上がった。

　昔、瑠依を庇おうとして殴られた記憶が蘇り、春花は恐ろしさから何も言い返せなくなる。

　その直後、父はこちらとの距離を一気に縮め、拳を握り締めて大きく振りかざしてきた。

　――殴られる……！

　しかし、父の振り上げられた拳は、背後から誰かによって阻止される。

「人に暴力を振るうなんて最低な行為ですよ」

　聞こえてきたのは愛する男の声。十六年前のあの日と同じように、また武人が助けてくれたのだ。

「武人さん……」

　武人の出現により、春花の恐怖と緊張は一気に薄れ、その場に崩れ落ちそうになる。

「姉さん、大丈夫？」

　瑠依がすぐさま体を支えてくれて、心配そうに顔を覗き込んできた。

「うん、大丈夫よ。ありがとう、瑠依」

　春花は小さく微笑んで礼を言う。

　しかし、まだ安心できる状況ではない。彼女は瑠依と寄り添うようにして、固唾を呑んで武人と父のやり取りを見守る。

「こいつは俺の娘だ。親に口答えする娘に躾をして何が悪い？」

「そんなの、殴っていい理由にはならない。むしろ暴行罪に当たりますよ。あなたはいい年して、そんなこともわからないのですか？」

　正義感に溢れる武人の性格を、そのまま表したような強く真っ直ぐな口調だった。

　父はしばらく無言で武人を睨みつけていたが、彼が少し手に力を込めると顔をしかめて乱暴に振り払う。

　武人は春花と瑠依を庇うようにして、父と対峙するように向かい合った。

「春花は俺の大切な女性で、瑠依は俺の大切な義弟です。たとえあなたが二人の父親だろうと、傷つけたり貶めたりするような真似は、俺が絶対に許さない」

　武人の言葉と瞳には、静かな怒りが込められていた。相手が誰であろうと、自分を守ってくれるという彼の意思が伝わり、春花は嬉しさから目頭がジンと熱くなる。

「若造が偉そうに……！」

　武人に非難されても、父は自身の行為を一切反省せず、恨みがましげに毒づくばかりである。

　だが、武人は一切挑発に乗らず、毅然とした態度を崩さなかった。

「不服そうな様子ですね。まだ何か言いたいことがあるのでしたら、次は法廷で話し合いましょうか？」

「これ以上、お前らなんかと話すことなど何もない！　くそっ、せっかく良くなった病気がぶり返しそうだ！」

　せめてもの抵抗のつもりか、父は吐き捨てるように怒鳴りつけると、これ以上は顔を見るのも嫌だとばかりにその場を去っていく。

　父の姿が完全に見えなくなったところで、武人は表情を和らげて春花と瑠依を交互に見やる。

「二人共、大丈夫かい？」

　そう告げる武人の声や眼差しは、いじめっ子から救ってくれた時のものと同じだった。

　その当時に抱いたときめきが蘇り、春花はたちまち頬を上気させる。もうすでに恋人同士になっているのに、また恋に落ちてしまいそうな気がした。

「ありがとうございます、武人さん」

　春花が礼を言うとすぐに、瑠依も居住まいを正して「ありがとうございます」と頭を下げる。

「でも、どうして武人さんがここに？　今日は直帰だった筈では？」

　春花が不思議そうに問いかけると、武人は少し恥ずかしそうに頬を赤らめた。

「春花の顔がどうしても見たくなってな。もしかしたら、まだ事務所にいるんじゃないかと思って、裁判所を出てすぐに走ってここまで来たんだ」

　事務所から裁判所までは割と近い。武人のような成人男性が、全力で走ってくれば五分程度で着くだろう。

「とっさに思いついたこととはいえ、ここまで走ってきて本当に良かったよ。そのおかげで、こうして春花と瑠依を助けられた」

　武人の言う通り、もし彼がここへ来なければ春花も瑠依も今頃父に殴られ、もっとひどい目に遭わされていたかもしれない。

（だけど武人さんが、あの時と同じようにまた助けてくれた……！）

　ただ守ってくれただけではない。彼は毅然とした態度で父の行動を諫め、実の親であっても傷つけることは許さないと宣言した。

　武人の深い愛と包容力を改めて実感し、春花の胸は感動に震えた。

「また、私達を助けてくれて、本当にありがとうございます」

「礼を言われるようなことじゃないよ。最愛の人を守るのは当然のことなんだから」

　武人は優しく微笑むと、すかさず春花を抱き寄せようとする。

「待って下さい。屋外でこういうことをするのは、さすがにちょっと――」

　無論、武人と触れ合えるのは嬉しい。しかし、いつ人が通るかわからない場所で睦み合うのは、未だに恥ずかしくて抵抗がある。

「それに、瑠依もいますし……」

　春花は決まりが悪そうに弟を見やる。

「僕は気にしないよ。すでに姉さんと武人さんの仲を知ってるんだから」

　瑠依はさも当然という風にさらりと告げた。

「そういう問題じゃないんだけど……」

　春花の言葉の意味が理解できないのか、瑠依は訝しげに首を傾げる。

　弟は良く言えば素直で純粋、悪く言えば少し鈍感。これ以上説明しても、きっとわからないだろう。

　春花は諦めたようにため息をつくと、気を取り直して武人を振り返った。

「実は今から、瑠依と一緒にご飯行くところだったんですけど、武人さんも一緒に行きませんか？」

「それはいいな。俺が奢るよ」

　武人は快く応じてくれたが、瑠依の方はどういうわけか「僕、やっぱり今日はいい」と辞退した。

「え？　どうして？」

　春花は瑠依の言葉に耳を疑う。

　普段、急な予定の変更やドタキャンを嫌う弟が、「行かない」などと言うのは初めてのことである。

　一体、どうしたのだろうかと首を傾げていると、瑠依は含みのある笑みを浮かべた。

「ご飯ならまたいつでも行ける。それに、二人がせっかく良い雰囲気なのに、邪魔したくないから」

「ちょっと、瑠依！」

　弟にまでからかわれるとは思わず、春花は恥ずかしくなって思わず声を上げた。

　だが、瑠依は一切動じることなく、悪戯っぽい笑みを崩さない。

「近いうちに、一緒の部屋に住むんでしょう？　その時にでも誘ってよ。じゃあね、姉さん。義兄さん」

　言い終えると同時に瑠依は、こちらが呼び止める間もなく走り去って行った。

「もう……」

　春花は額に手を当てて深いため息をつく。

　恥ずかしがる彼女に対し、武人は鷹揚に笑って「いいじゃないか」と言葉を返した。

「せっかく気を利かせてくれたんだ、瑠依に感謝しないと。それに、俺のことも『義兄さん』って呼んでくれたし」

「もう、武人さんまで……」

　ますます恥ずかしくなってくる。穴があったら入りたいぐらいだ。

　羞恥心のあまり赤面する春花に、武人は吐息がかかるほど近づいて甘くささやきかける。

「ところで、屋外でイチャつくのは恥ずかしいって言っていたけど、誰もいない所でするならいいってことだよな？」

「え？」

　意味深な言葉にドキッとなり、春花はおずおずと武人を見上げた。

　彼は劣情を露わにした眼差しを向けていた。淫靡な熱を湛えたその瞳に、春花は魅入られたように息を吞む。

「ちょうどすぐそこに、うってつけの場所があるよ」

　そう言って武人が指さしたのは、事務所のある建物。はっきりとは明言していないが、彼はそこで春花を抱きたいと告げている。

（私達、これからすごく悪いことするみたい……）

　脳内でその場面を妄想した春花は、いつもとは違う意味でドキドキしてしまった。

　

　

　誰もいない事務所はしんと静まり返っている。

　自分達しかいない状況の中、春花は終始緊張が止まらなかった。

　勤務時間外に何度か武人と二人きりで仕事はしたが、今は別の目的でここにいるのでいつも以上に動悸が激しくなる。

「何だか、俺もドキドキしてきたよ」

　言葉とは裏腹に、武人は愉しげに声を弾ませては、ジャケットを脱いでネクタイを外す。これから情事をするせいか、その仕草が妙に色っぽく感じられた。

　春花が頬を赤らめて見惚れていると、武人にすぐさま抱き寄せられて口づけされる。

「んっ……」

　互いの唇が触れ合うだけの甘く優しいキス。ついばむような口づけを繰り返しながら、ブラウスのボタンが外されていく。

　日中は従業員全員が仕事をしている場所で、これから淫らな行為に耽ることに対する背徳感が込み上げてくる。

　本当に、このまま情に流されてしまってもいいのかと、春花はわずかに残った理性で自問した。

　しかし逃げようにも、前方は武人にしっかりガードされ、すぐ後ろには天井まで届くほどの高さの書架がある。これでは逃げることも敵わない。

　ブラジャーに包まれた胸が露わになったところで、春花は唇を離して恐る恐る武人を見上げる。

「あの、本当に……こんなことして、大丈夫でしょうか？」

　今更だとは思いつつも、そう訊かずにはいられない。

　不安げな面持ちを浮かべる春花に対し、武人は鷹揚に笑いかけてきた。

「悪いけどもうこれ以上、抑えるのは無理なんだ。忙しかった間も、ずっと春花に触れたくてたまらなかったんだから。付き合ってからは、ほとんど毎週抱いていたんだから尚更だよ」

　そう言うと武人はまた唇を重ね、今度はねっとりと舌を絡めてくる。

「ん……ぅ……」

　濃密な口づけに、酩酊したようにクラクラし、体が熱くなる。

　何度も何度も舌を絡ませながら、武人は大きな手でそっと乳房を包み込み、やんわりと揉みしだいた。

「ん……ぁ……」

　触れられた瞬間、微弱電流のような甘い痺れが奔る。塞がれた唇の間から、あえかな嬌声が微かに漏れた。

　オフィスで抱かれて恥ずかしい筈なのに、体の奥から淡い快感が生じており、心もいつになくときめいている。

　春花が赤面していると、武人は唇を離して艶めいた笑みで見下ろしてきた。

「本当は春花もずっと、俺に触れられたくてたまらなかったんだろう？」

　武人は意地悪く問いかけながら、ブラジャーの上から乳輪の辺りを指先で触れる。

「あ……あぁ……」

　体がざわざわと粟立ち、胸の先端がジンと疼いた。

　春花の劣情を煽るように、武人は指の腹で乳首を優しく転がしてくる。

「んっ……あっ！」

　焦らすような指の動きに、体がひとりでにビクンと震え、春花の口から甘い嬌声が漏れる。弄られている乳首は、ブラジャーの薄い布越しでもはっきりわかるほど、硬く尖り始めていた。

「ふふっ。ちょっと触っただけで、乳首がもうこんなに勃っている」

　春花がすぐに反応を示してくれたのが嬉しいようで、武人は小さく笑って乳頭を懇ろに弄り続けていく。

「あぁ……あっ、あぁ……！」

　軽い愛撫であるにも拘わらず、体は敏感なまでに反応してしまう。

　誰もいない職場で淫らに愛されているという状況が、いつも以上に感度を高めているのかもしれない。

　不意に、武人は愛撫をやめて春花の背中に手を回し、器用な手つきでブラジャーのホックを外した。

「あ……いや……」

　もう何度も裸を見られているが、オフィスで乳房を剥き出しにされるのは恥ずかしい。春花は慌てて腕で隠そうとするが、武人によってすぐさま阻止されてしまう。

「俺しかいないのにどうして隠すの？」

「だって、オフィスで裸になるなんて……恥ずかしいから……」

　春花は目を潤ませながら、今にも消え入りそうな声で答える。

「だけど、俺に愛撫されて気持ちよかったんだよな？」

「あぁぁっ！」

　からかうように乳首をキュッと摘まれ、体の奥から熱を伴った快感が生じた。

　それから武人は含みのある笑みを見せ、春花の耳元で甘くささやきかける。

「恥ずかしさなんて吹き飛ぶぐらい、もっと気持ちよくしてやるよ」

　久しぶりに聞く低く官能的な声音に、背筋が歓喜に震え脳内に心地良く響き渡った。

　武人は自身の椅子を引き寄せると、春花を抱きかかえて自身の上に座らせた。

　上半身裸というあられもない格好で、彼と向かい合うように椅子に座る形となり、春花はますます頬を赤く染める。

「春花の綺麗な胸、よく見えるよ」

　武人はたわわな実りをうっとりと眺めた後、ツンと尖った桜色の頂を口に含む。

「ン……あぁ……ッ！」

　春花は喉を仰け反らせて悩ましげに喘いだ。

　指で触れられた時よりも強い刺激が生じ、それがすぐさま快楽となって全身を駆け巡る。

　武人は乳首を優しく舐りながら、もう片方の乳房を大きく捏ね回していった。

「は……あ……ぁ……」

　武人の柔らかい舌先にくすぐられるのが、気持ちよくてたまらない。春花はわなわなと震えながら、煽情的な嬌声を繰り返した。

　乳頭を味わうように舐られ、歯を軽く立てて甘噛みされ、チュッと音を立てて優しく吸われる。触れ合えなかったこの数週間を埋めるように、武人は濃厚な愛撫を繰り返していった。

　そうやって執拗に攻められるたびに、体の奥から熱い官能の予感がせり上がってくる。

「ん……ふ……あぁ……」

　優しくも情熱的な舌戯に、春花は声を上げるのをやめられなくなる。全身が熱く火照っており、下肢の中心も疼きを増して蜜が溢れていた。

　下着までもが濡れている状態が落ち着かなくて、春花は恥ずかしげにもぞもぞと両腿を動かした。

　すると武人は乳首から唇を離し、人の悪い笑みを向けてくる。

「その動き、俺を誘っている？」

「さ、誘ってなんか――」

　春花が否定の言葉を口にするよりも先に、武人は素早くスカートの中に手を忍ばせた。

「あぁぁッ！」

　下着越しに花芯を刺激され、春花は悲鳴に似た声を上げて戦慄いた。

「下着を濡らすほど、俺に触れられて気持ちよかったんだな」

　武人は愉しげに笑いながら、肉芽の辺りを指の腹でグリグリと捏ね回す。

「や……あぁぁ……っ！」

　鋭敏な突起を布越しに弄られ、鮮烈な快感が電流のように駆け抜けていった。花芯がヒクヒクと脈打って、春花は軽く達してしまう。

　武人は喜悦の眼差しで見つめながら、淫芽に指を押し当てて焦らすように動かしていく。

「あ……は、あぁ……」

　春花は下肢を小刻みに震わせて悩ましげに喘いだ。

　触れられている花芽はヒクヒクと脈打っており、蜜口からも新たな官能の滴りが迸る。

　粗相をしてしまったようで恥ずかしい一方で、どうしようもなく疼くその部分に触れられたいという願望も湧き上がる。

　何度か愛撫を繰り返してから、武人は濡れたショーツに指をかけた。

　脱がされそうになっているとわかり、春花は慌てて武人の手を押さえて制止する。

「駄目です。このまま脱がされたら、武人さんのスーツが汚れてしまいます……」

「そんなの気にしないよ。むしろ春花の甘い蜜なら、いくら付いても構わないさ」

　恥ずかしくなる言葉をさらりと告げられ、春花は顔から火が出そうなほど赤面する。

　その隙をついたように、武人は一気にストッキングとショーツを脱がせた。

「あ……」

　穿いているのはスカートのみという恰好に、春花はたちまち羞恥心が上昇していった。

　そんな彼女の心情をよそに、武人は再びスカートに手を入れて、濡れた花唇に指を這わせる。

「は、あぁ……ぅ……」

　クチュクチュと淫猥な水音を立てて弄られ、背筋が震え上がるような快楽が生じる。蜜口もあえかに収斂し、指が動かされるたびに淫欲の蜜を滴らせた。

「ずいぶんため込んでいたみたいだな。ほら、遠慮しないでもっと出していいよ」

　武人はからかいめいた口調で耳打ちすると、抽送に似た動きで蜜腔を撹拌していく。

「ひっ、あぁ――ッ！」

　膨らみ始めた肉芽も一緒に弄られ、春花はビクビクと戦慄きながら歓喜の涙を浮かべる。

　強い快感が絶え間なく押し寄せてくる。可憐な尖りは充血して脈動し、膣口も収斂を繰り返して新たな蜜を溢れさせた。

「は……ぁ、あぁ……」

　春花は頬を上気させて、熱っぽいため息をついた。

　止まない指戯によって体はますます火照り、下肢の中心の疼きも増していく。

　羞恥心などすでに吹き飛んでいた。あるのは武人によって愛される歓びと、彼の愛撫によってもたらされる甘い快感。蕩けるような悦楽に身も心も歓喜に震え、鋭敏な部分も更なる快感を求めるように熱くうねる。

　蜜壷に挿入されている指はより深く押し進められ、肉芽をなぶる指の動きも忙しなくなる。

「あっ！　あぁぁ……ン！」

　春花は甲高い嬌声で鳴いて、何度も全身を仰け反らせた。

　甘くも激しく愛撫され、蜜唇はとろとろに熟れている。指の腹で転がされている雌核も、一段と膨らんで丸みを帯びていた。

　スカートの下がそんなはしたない状態になっていても、今の春花には羞恥心よりも快感を与えてもらえる悦びの方が大きい。

「あぁ、早く……春花が欲しくてたまらない……」

　花芯への愛撫を繰り返しながら、武人は不意にぽつりとひとりごちた。

　表情はいつもと変わらず冷静さを保っているが、その声音からは明らかに余裕が失われていた。

（武人さんが、私のこと……こんなにも求めてくれている……）

　愛する男に情欲を向けられ、春花の心はますます喜びと幸福感に満たされていく。

「私も、武人さんが欲しい……です……」

　頬をほんのり赤らめて微笑みながら、春花も自身の想いを口にする。

「それじゃあ、春花をたっぷりイカせたら、俺の熱をあげるから」

　言うが早いか武人は、花唇全体を一段と激しくなぶっていった。

「あぁぁ――ッ！」

　苛烈な指戯で攻め立てられ、蜜芯がビクビクと戦慄いた。

　本当は今すぐにでも、自身の熱を与えたいのだろう。

　しかし、武人は決して自分の欲望に流されようとしない。春花がしっかり心身共に昂るまで、じっくりと快感を与えて絶頂へと導こうとしてくれている。

（こんな時まで、武人さんは本当に優しい……）

　そんな彼だからこそ、大人になってからも再び恋に落ちて、どんどん惹かれていったに違いない。

「春花の愛らしい部分が全て、ビクビクとうねっている。早く俺が欲しくてたまらないって、ねだっているみたいだ」

　武人はからかうように花芽を激しく擦り上げてくる。

「ひゃぁあっ！」

　春花は歓喜の悲鳴を上げて、下肢全体を大きく痙攣させた。その弾みで蜜腔がヒクヒクと蠢き、武人の長い指に絡みつく。

「ふふっ、もう我慢できないって感じだな。いいよ、気持ちよくイカせてあげる」

　武人は口角を上げて微笑むと、挿入した指先を動かしてＧスポットを探り当てた。

「あっ！　あぁあああ――っ！」

　一際強い快感に襲われ、春花は腰を痙攣させて絶頂に達する。

「は……あ……はぁ……」

　あまりの気持ちよさに一瞬だが、目の前が真っ白になった。達した体は未だに熱く火照っており、快楽の余韻が引く気配は一向にない。

　荒くなった呼吸を整えていると、武人の長い指がゆっくりと引き抜かれる。

「蕩けそうなその表情、たまらないよ……」

　武人は春花にそっとキスして、スラックスの前を寛げて肉茎を引き摺り出した。

　彼の分身である剛直は、すでにそそり勃っていた。その雄々しい姿形を目にするなり、春花はゴクリと息を吞む。

　すると武人は、傍らに置いていた箱から避妊具を出して、己の剛直に素早く装着した。

「もしかして、最初から事務所でするつもりで、持ち歩いていたんですか？」

　あまりにも準備が良すぎるものだから、気になった春花は思い切って。

「そうじゃないけど、仕事が終わって春花の部屋に寄った時のために、鞄の中にずっと入れておいたんだ」

　春花の問いに武人は鷹揚に笑って答えると、耳元で甘くささやいてくる。

「春花、このまま俺の上に乗って」

　優しい口調ではあるが、そこには有無を言わせない響きが含まれていた。春花はためらいながらもスカートを捲り、恐る恐る蜜口に先端を宛がう。

　だが、上手く腰を落とすことができず、花唇に擦りつける形となってしまった。

「あ、あぁん……」

　絶頂の余韻が残る体はいつになく敏感で、亀頭が触れただけで反応してしまう。春花はたまらず悩ましげに喘いだ。

「ん……ぅ……」

　その動きは武人のことも刺激してしまったらしい。彼は小さく呻くと共に、自身の猛ったものを更に奮い立たせた。

「私、やっぱり……無理です……」

　顔を真っ赤にして今にも泣きそうな春花に、武人は優しく微笑みかけて腰に手を添える。

「俺が支えていてあげるから、もう一度やってごらん」

「はい……」

　春花はこくりとうなずくと、武人に支えてもらいながら、再び腰を落としていく。

「あ……あぁ……」

　先端が埋め込まれた瞬間、花唇は何の抵抗もなく肉棒を受け入れる。そして子宮口に到達するなり、蜜腔全体が痙攣して甘い快感が広がっていった。

「春花の中、すごく気持ちいい……」

　武人は感嘆のため息をついて、下肢をわなわなと震わせる。その弾みで埋め込まれた男根も蠢き、隘路の中で隆起して硬さを増した。

「あ……ん……」

　媚肉を優しく擦られただけでも刺激となり、春花は甘く切ない嬌声を上げて雄肉を締めつける。

「ンッ……く……ぅ……！」

　すると武人も同じように、煽情的な喘ぎ声を漏らしては、自身の猛りを大きくしていく。

「あの、私……ちゃんと上手くできてますか……？」

　言われた通り動いてみてはいるものの、上手くできているのか自分ではよくわからない。

　おずおずと尋ねる春花に、武人は満面の笑みを見せてくれる。

「ああ、すごく気持ちいいよ。それに、春花の感じる姿をいつもよりじっくり愉しめて、この上なく最高だ」

　それから彼は春花のお尻に手を添えて、ゆっくりと腰を上下に揺すってあげた。

「あぁ……は……あ……」

　深く挿入された肉茎が、鋭敏な部分を甘く刺激してくる。せり上がってくる熱い快感に、春花は頬を上気させて全身を戦慄かせた。

「あ……ンッ！　あぁ……っ」

　抽送の動きに伴って、雌核も雄肉の根本に擦りつけられる形となり、春花に更なる甘い快楽をもたらした。

　隘路の中でグチュグチュと撹拌されるたびに、結合部が露わになって愛蜜が滴るのが見えた。淫猥なその光景も快感に思えて、春花の性感帯がより一層鋭敏になっていく。

　最初はたどたどしかった腰の動きも、気付けばいつの間にか滑らかになっていった。

　すっかり気分が高揚していた春花は、子宮口に雁首を擦りつけるように腰を動かし続ける。

「は……ぁ……」

　向かい合う武人も、気持ち良さそうに恍惚の笑みを浮かべており、熱い吐息を繰り返していた。

　――何て素敵なのだろうか。

　春花が陶然と見惚れていると、不意に彼とばっちり目が合った。

　じっと見ていたのが恥ずかしくなり慌てて目を逸らすが、すぐに正面を向かされてしまう。

「目を逸らさないで、もっと俺のことを見てくれよ。俺ももっと、春花を見ていたいんだ」

「武人さん……」

　甘さを孕んだ低い官能的な声でささやかれ、春花の胸の高鳴りは一段と増していった。

　表情を綻ばせている春花を見て、武人はクスッと小さく笑う。

「ほら、春花。腰の動きが止まっているよ」

　武人は意地悪く告げると、軽く腰を振って浅い抽送で攻めてくる。

「は、あぁぁ……ッ！」

　熱い楔で熟れた蜜腔を擦りつけられ、春花は喜悦の悲鳴を上げて下肢を痙攣させた。

「ここを擦られるの、気持ちいい？」

　ゆるゆると律動を繰り返しながら、武人は弄うような笑みを見せて問いかける。

「ンッ……ああぁ……！　すごく……気持ちいい……です……」

　春花は目に涙を浮かべて上擦った声で答える。

「じゃあ、こっちはどう？」

　武人は肉棒の角度を変えて突いてきた。

「あぁぁぁン！」

　Ｇスポットからポルチオにかけて硬い先端で擦られ、一際強い快感が込み上げてくる。

　腰を大きく引き攣らせて喘ぐ春花を見て、武人は満面の笑みを浮かべた。

「さっきよりもすごく気持ち良さそう。ほら、いっぱい感じてかわいい声を俺に聞かせて」

　彼は円を描くように雁首を動かし、鋭敏な部分を重点的に刺激していく。

「やっ……！　あっ、あっ、あぁぁッ！」

　優しくも淫らに愛撫されたことで、春花の嬌声は一段と甲高くなり、体の仰け反りも大きくなる。

　感度の上がった全身はざわざわと粟立ち、わずかな刺激にも反応して疼きを増していった。雄々しい肉茎に攻められている蜜腔も、蕩けるほど熱くうねって新たな官能の雫を滴らせた。

「あぁぁ……んッ……！」

　春花は甘い嬌声を漏らしては、腰をガクガクと揺らして熱い屹立を締め付けた。

「く……っ……」

　武人も小刻みに身震いすると、雄肉を一段と昂らせて春花の鋭敏な部分を擦り上げていく。

　硬く漲った剛直はドクドクと激しく脈動していた。まるで今にも吐精しそうな勢いであった。

　だが、武人は達したい欲望をわずかな理性で抑えている。春花をじっくり愛したいという、彼の強い意思がそうさせているに違いない。

　春花はこの上ない幸せを噛みしめて、愛を伝えるように強くしがみつく。それから誘惑するように淫靡に腰を動かした。

　するとまた、雄茎は大きく身震いして硬さと熱さを増していく。

「あぁ……春花、春花……っ！」

　武人は熱を帯びた声色で繰り返し呼びかけて、無防備になった春花の胸元に優しくキスを落とす。

「んッ……」

　唇が肌に触れた瞬間、快感が甘い痺れとなって駆け抜ける。その快感は下腹部にも伝わり、花唇全体をますます疼かせた。

「武人さん……もっと……」

　春花は腰を大きく揺さぶりながら、甘えるような声で愛する男の名を呼んだ。

「この短時間で、俺を煽るのが上手くなったな」

　武人は口元を綻ばせると、乳首を再び口に含んで舌を這わせていく。

「あぁぁ……」

　そのままやんわりと吸われ、春花は胸元を仰け反らせて切なく喘いだ。

　熱い屹立で膣襞を擦られ、舌先で乳頭を舐られ、大きな手で腰やお尻を撫で回される。

　全身を愛される歓びに快感が一段と広がり、甘美な陶酔のうねりも増していった。

「春花の何もかもが……本当に愛しいよ……」

　武人は感極まった様子でささやいて、春花の胸元や乳嘴に次々と口づけの雨を降らせる。

　優しくも情熱的な口づけに、春花は陶然となって全身を震わせた。

「私も、武人さんの何もかもが……愛しいです……」

　春花も愛の言葉を返すと、その想いを伝えるように深く抱擁する。

「あぁ、春花……」

　武人は再び名前を呼びかけると、更なる快楽を引き出すように肉茎を動かした。

「あぁぁン！」

　その刹那、埋め込まれた雄肉の怒張が増して、春花の性感帯に淫靡な刺激を与えた。

「ンンッ……！　武人……さんっ……！　もう、イクッ……！」

　止まない快感に苛まれる中、春花はビクビクと全身を戦慄かせて、喘ぎ混じりの声で訴える。

「それじゃあ、一旦ここで達こうか」

　武人は優しくささやきかけて、膨らんだ切っ先を鋭敏な部分に押し付ける。

「や、あぁぁッ――……！」

　一際強い快感はすぐさま絶頂に変わり、春花は背中を大きく仰け反らせて達した。

「ン……くっ……」

　春花が絶頂を迎えると同時に、武人も自身の剛直を震わせて熱い白濁を吐き出した。

　薄膜越しに迸る雄の精を感じながら、春花は武人に愛される歓びと幸福を噛みしめる。

　呼吸が整い絶頂の余韻が引いた後も、二人はしばらく体をつなげたまま抱き合っていた。

　事務所の中は再び静寂に包まれるが、程なくして春花がその沈黙を先に破る。

「武人さん、私のこと……こんなにも深く愛してくれて、ありがとうございます。それと、また守ってくれて、ありがとうございます」

　頬を上気させて礼を言う春花に、武人はチュッとキスをして柔和に微笑みかける。

「何があっても、春花のことはずっと愛し続けるし、ずっと守り続けるよ」

　武人の誠実な言葉に、春花は感極まって涙が溢れてくる。

「泣くなよ。かわいい顔が台無しになるじゃないか」

　そう言いつつも武人は春花の髪を撫でながら、涙を拭うように眦への口づけを繰り返していく。

　彼の愛が込められた優しい手つきや唇の感触に、春花の心は歓喜に震えてますます涙が止まらなくなる。

　ひとしきり泣いたところで、武人から強く抱きしめられた。

「春花、今の案件が終わったら必ず一緒に暮らそう。そうしたら、毎日たくさん甘えさせてあげるから。それまで寂しい思いをさせてしまうけど、もう少しだけ待っていてくれるか？」

「はい、もちろんです。私も武人さんの力になりますので、一緒に乗り越えていきましょう」

　武人なら必ず約束を守ってくれる。だから自分も彼を支えていくのだと、春花は改めて心に誓った。

　そんな春花の決意が伝わったのか、武人は満面の笑顔で「ありがとう」と礼を言う。

「そう言ってもらえると、ますます仕事を頑張ろうって気持ちになれるよ。それに――」

　彼は一旦そこで言葉を切ると、情熱的な眼差しで見つめてくる。

「春花のことも、ますます好きになった」

　低く官能的な声音でささやかれた瞬間、春花の鼓動は急速に上がり体も再び火照り始めた。

　甘い快楽の予感にドキドキしていると、武人は含みのある笑みを向けてくる。

「いっぱい気持ちよく達したから、お腹が空いただろう？　どこかへ食べに行こうか」

「は、はい……」

　食事に誘われているだけなのに、なぜか色事をする時の口調のように感じる。春花は違和感を覚えつつも、迷うことなく武人の誘いに応じた。

　そしてその違和感の正体はすぐに判明する。

「ご飯を食べた後も、いっぱい愛し合おうな」

　尽きることのない劣情を見せられて困惑しつつも、春花は武人との甘く淫靡な時間に思いを馳せるのだった。







第四章　〜甘美な幸福に満たされて〜








　武人が担当していた案件が一段落し、待ちに待った同棲生活がようやく実現した。

　そのまま彼の部屋に移り住んだので、一から物件を探す必要はなく春花のやったことは荷物をまとめただけ。その上、時間が空いた時に武人や瑠依が手伝いに来てくれたので、苦労することなく順調に進んだ。

　モモが馴染めるか心配だったものの、すでに武人に懐いていたおかげか、住む場所が変わっても新しい環境にすぐ慣れてくれた。

「これでもう、お互い寂しい思いをしないで済むな」

　同棲生活がスタートした最初の日の夜。ベッドの中で武人に抱擁され、甘い声音でささやかれる。

「武人さんと一緒なら、毎日がきっと楽しくなると思います」

　彼の腕に包まれ、優しいぬくもりを感じながら、春花は幸せを噛みしめていた。

　――これでもう本当に、何も怖いことはない。

　それからふと、父親と再会した日の記憶が、春花の脳裏に蘇る。

　あれ以降、父が接触してくることはなかったが、実家の母宛てに一通の手紙が送られてきた。

「もう二度と顔を見たくない」と書いてあったので、もう会うことはないとは思う。それでも血のつながった肉親なので、感情だけでは片付けられない問題もたくさんある。

　春花の不安を感じ取ったのか、武人は体ごと強く抱き寄せてきた。

「大丈夫。何があっても、春花のことは絶対に守るから。俺が誰にも傷つけさせやしない」

　武人もまた、春花の父と対峙した時のことを思い出したのだろう。彼の言葉の端々からは、必ず守り抜くという強い意志が感じられた。

　それがとても嬉しくて、何があっても大丈夫だという安心感に包まれる。

「ありがとうございます。やっぱり武人さんはかっこいいです」

「急に何を言い出すんだ？　俺は別にかっこよくなんかないし、愛する人を守るのは当然のことだろう」

　武人は頬を赤らめては、決まりが悪そうに視線を逸らす。

「子供の頃、私達を助けてくれた武人さんの姿を見て感じたんです。おとぎ話の王子様よりも、ずっとかっこよくて素敵な人だなって」

「いや、あの時の俺はただ、いじめられていた春花と瑠依を助けようと必死で、まだ恋心すら抱いてなんか――」

「わかってます。それでも武人さんに助けてもらえて、すごく嬉しかったんです」

　春花が陶然とした微笑みを浮かべると、武人はますます困惑した様子で「やめてくれよ……」とつぶやいた。

　しかし言葉とは裏腹に、その表情はどことなく嬉しそうである。

　武人は照れ隠しするように首の後ろを掻くと、劣情を湛えた眼差しを向けてくる。

「あの、武人さん？」

　武人の色気を孕んだ瞳を見て、春花はたまらずどぎまぎしてしまう。

　――一体何が、彼の淫欲を掻き立てたのだろうか？

　疑問を抱く春花に武人は、含みのある笑みを見せてそっとささやきかけた。

「春花があまりにもかわいいこと言うから、もっと欲しくなってきたじゃないか」

「あ……ん……」

　淫靡な手つきで体の線をなぞられ、肌がざわざわと粟立って自然と嬌声が漏れる。

　それから武人は春花の唇をそっと奪い、器用な手つきで寝間着を脱がせていく。

「ん……ふぅ……」

　柔らかい舌で口腔を弄られながら、露わになった乳房をやんわりと揉みしだかれる。

　これから毎日のように、こうして武人に獰猛に求められるに違いない。

　相変わらず翻弄されてばかりだが、彼になら好きなようにされてもいいと思う自分もいた。

　最愛の人に淫靡に愛でられる歓びに、春花は心身共に満たされていくのを感じた。

　

　

　一年も終わりに近づいてきたある日の夕方。

「みんな、帰る前に少しだけいいかな？」

　その日の業務が終了し、各々が片付けをしていると、武人は席を立ち上がって声をかけた。

　誰もが手を止めて武人に注目する中、不意に彼の視線が春花に向けられる。

「春花、こっちへ来てくれないか？」

「あ、はい」

　職場で下の名前で呼ばれて戸惑いつつも、春花はすぐに席を立って武人の元へ向かう。

　春花がそばへ来たのを確認すると、武人は改めて事務所にいる全員を見渡した。

「すでに気付いている人もいるかもしれませんが、俺と春花は少し前から付き合ってます」

　自分達が付き合っていることを告白すると、彼は春花に向き直ってその場に跪く。それを見た一部の人が、わずかに感嘆の声を上げる。

　そして武人はスーツの内ポケットから、四角い箱を取り出して指輪を見せた。

「春花、俺と結婚して下さい！」

　よもや全員の前でプロポーズされるとは思わず、驚きのあまり少しの間その場で固まっていた。

　だが、その驚きもすぐに喜びに変わり、春花は頬を薔薇色に染めて表情を綻ばせる。

「はい……喜んで！」

　返事をする際、嬉しさのあまり声がいつもより大きくなってしまう。春花は決まりが悪そうに慌てて口元を押さえる。

　しかし、誰一人として笑うことなく、温かい眼差しと拍手で二人の婚約を祝福してくれた。

　職場の人達に受け入れてもらえたことに、安堵の笑みを浮かべていると、武人がおもむろに立ち上がって指輪を嵌めてくれた。するとまた、一際大きい拍手が湧き起こる。

「二人共、婚約おめでとう！」

「大槻さん達と同じぐらい、幸せな夫婦になってね」

　その後も職場の誰もが、たくさんの祝福の言葉をかけてくれた。特に涼子と大槻はこの日をずっと心待ちにしていたようで、春花の知らないところで武人にプロポーズを急かしていたらしい。

「神永さんが代表と結ばれて、私は自分のことのように嬉しいよ！　本当におめでとう！」

　涼子は春花の手を掴んでは、感極まった様子で繰り返し「おめでとう」と祝ってくれた。

　なかなか放してもらえず困惑しつつも、春花は素直に涼子に礼を言った。

　解散となって帰宅してからも、心の中は祝福された歓びでいっぱいだった。

　武人もまた、プロポーズが成功して嬉しかったらしい。婚約した記念にと、高級肉を使ったステーキと赤ワインで、豪勢な夕食を振舞ってくれた。

「みんなの前でのプロポーズは恥ずかしかった？」

「はい、少しだけ。でも、それ以上にすごく嬉しかったです。職場の皆さんに受け入れてもらえたので。それに何より、武人さんからまた幸せをもらえて胸がいっぱいです」

「そう言ってもらえると、サプライズした甲斐があったよ。そうだ、今度の休みは両方の家族で集まって食事会でもしようか」

「それはいいですね！　明日にでも電話してみます！」

　愛する人と婚約したことを報告すれば、瑠依はもちろん母も祖父も喜んでくれるに違いない。

　久々にワインを飲んだせいか、夕食を終える頃にはすっかり酔いが回っていた。

　武人は元々酒に強いのか、酔っている様子は見られない。後のことも自分に任せてほしいと、そのまま洗い物までしてくれたのだ。

　夕食を作ってもらったのだから、片付けは自分がやるべきなのに、彼は休んでいて構わないと言ってくれた。

　気遣ってもらって感謝する一方で、仕事から帰ってきて全て任せっぱなしで申し訳なく思う。

（私はいつもしてもらってばかりで、まだ何も返せていない……）

　果たしてこのままでいいのかと、春花はここ数日で幾度となく自問を繰り返していた。

　優しい武人のことだから、そばにいてくれるだけでいいと言うだろう。しかし春花の中には、愛する彼のために何かしたいという思いが、ずっと強く根付いている。

　――できれば今度は、アクセサリー以外のもので感謝の気持ちを伝えたい。

　色々と考えてみるが、なかなか良い案が思いつかない。

　春花が小さくため息をつくと、いつの間にか洗い物を終えた武人が隣に腰を下ろす。

「ため息なんかついてどうしたんだ？　何か心配事か？」

　心配そうに春花の顔色を窺いながら、武人は優しい口調で問いかけてくる。

「いえ、そういうわけじゃないんですけど……」

　返す言葉に困っていると、武人は真摯な眼差しを向けてきた。

「大丈夫、俺達の愛は誰にも引き裂けない。もちろんこの平穏で幸せな時間も、誰にも邪魔はさせないから」

「武人さん……」

　春花は陶然とした眼差しで武人を見つめ返す。

　やはり武人の愛の言葉は、何度聞いても嬉しくて胸が高鳴ってしまう。

「武人さんは本当に、私を幸せな気分にするのが得意ですよね。私も同じぐらい、武人さんを幸せな気分にできたらいいのに……」

　春花がたまらず本音をこぼすと、武人にそっと抱き寄せられて髪を撫でられた。

「春花がそばにいてくれるだけで、俺はいつでも幸せだよ」

　武人の優しい笑顔と声音に、春花はたちまち絆されて心が温まっていく。

　頬を上気させて見惚れていると、武人は口元を歪めて艶のある表情を見せる。

「だから今夜も、春花をたっぷり堪能させて」

　淫靡な熱を孕んだ声でささやくと、彼は小さく愛らしい唇にそっとキスを落とした。

　

　

「んっ、ん……」

　ベッドの上へ移動した二人は、互いの服を脱がせながら口づけを交わしていた。

　最初はついばむように軽く触れ合うキスだったが、肌が露わになるごとに気持ちが昂っていったからか徐々に濃厚になっていった。

　互いの体を抱擁しながら、口腔内を味わうように舌を絡ませた。息継ぎのために春花が唇を離すと、すぐにまた塞がれて執拗に舐られる。

「ふ……ぅ……」

　こうして口づけされるたびに、甘い陶酔に似た感覚に満たされていく。同時に体の奥から淫靡な疼きが生じ、溺れるほど愛でてほしいという淫欲が込み上げてくる。

（だけど、いつも私を気持ちよくしてばかりで、武人さんは満足できているのかな？）

　そんな考えがふと春花の脳裏をよぎる。

　貪るような口づけを繰り返した後、いつものようにベッドに押し倒されようとした。

「待って下さい」

　春花は寸でのところで、とっさに武人を引き留める。

「どうかしたのか？」

　当然ながら武人から訝しげに訊き返されるが、気恥ずかしさからすぐには答えられない。

　しかし、彼は決して返事を急かそうとはしなかった。

　このまま黙っていても埒が明かないので、春花は緊張しつつもおずおずと口を開く。

「その……たまには、私から……させてくれませんか……？」

　言い終えた時は顔から火が出そうなほど恥ずかしく、心臓もバクバクと激しい音を立てて鼓動していた。正視しているのが辛くなり、春花は慌てて目を逸らす。

　武人は彼女の肩に手を置くと、顔を覗き込みながら「そんなことしなくていいよ」と優しく言葉を返した。

「春花が俺の愛撫に感じてくれるだけで充分だよ。それに俺、女を服従させるみたいで奉仕とかあんまり好きじゃないんだ」

「服従だなんて、そんな――」

　武人は本当にどこまでも優しい。春花が無理を言っていると思い、気遣ってくれているのが伝わってくる。

　だが、愛する男を気持ちよくしてあげたいという想いは、紛れもない本心である。

　春花は武人を見上げて微笑むと、厚い胸板にそっと手を添えた。

　その刹那、彼は微かに瞠目して息を吞む。

「私も、武人さんに気持ちよくなってもらいたいんです。いつも私にしてくれるように、たくさん触れたいんです」

「春花……」

　しばらく呆然としていた武人だったが、やがて観念したように小さく笑う。

「そんな色っぽい目で見つめられながら、『気持ちよくなってもらいたい』なんて言われたら、断れなくなるじゃないか」

「じゃあ、触れさせてくれるんですね？」

「ああ、いいよ」

「ありがとうございます」

　春花は至極嬉しそうに目を輝かせて、武人の男らしい裸体に頭を預ける。

　スポーツジムで鍛えられた体はたくましい。彼の強さと優しさをそのまま表しているようだ。

（今夜は武人さんにたくさん触れられる）

　春花は感嘆のため息をつくと、胸板を優しく撫でさすっていった。

「ふ……ぅ……」

　武人の口から微かに息が漏れるが、表情はほとんど変わっていない。

　――ただ触れるだけでは感じないのだろうか？

　自分から愛撫するのは初めてなので、完全に手探りの状態である。もっと反応を引き出してみようと、春花は胸板にチュッと口づけてみる。

「ん……」

　すると武人はわずかに身震いして小さく喘ぐ。今度は手応えがあった。

　春花は軽い口づけを繰り返しながら、小さな乳首にもそっと触れてみた。

「んんっ……」

　胸の飾りを弄られて気持ちいいようで、武人は再び体を震わせて煽情的な声を上げた。

　初めて見る武人の感じる姿にドキドキする。春花は今までにない高揚感を胸に、硬くなった乳首をつついたり転がしたりしていく。

　そのたびに武人はビクビクと身震いして、喘ぎ混じりの吐息を漏らした。

　こうして彼が、しっかりと快感を得てくれているのが嬉しい。春花は愛撫を繰り返しながら表情を綻ばせた。

「ふふっ。武人さんが感じてくれて、とっても嬉しいです」

　素直に感想を口にすると、乳首にもそっとキスを落とす。

「ンッ！」

　するとまた武人の体は大きく震えて、喘ぎとも呻きともつかない声が上がる。

「初っ端からあんまり煽るなよ……」

　彼は困ったように苦笑いを浮かべていたが、春花に気持ちよくされて満更でもない様子である。

　悦に入った春花は腹筋や鼠径部も撫でていき、そのまま勃ち上がった雄肉にもそっと手を這わせていった。

　雄々しい男根はドクドクと熱く脈打っている。春花はその熱を感じながら、うっとりとした眼差しで雄茎をじっと見つめる。

　初めて触れた時は、恥ずかしくて卒倒してしまいそうだった。しかし今は、この淫靡な感覚が愛おしくてたまらない。

　自身の手首ほどの太さがありそうな男根を、春花は愛でるようにそっと撫でさする。

　その刹那、剛直が手の中でビクッと震え、一段と硬くそそり勃っていった。

「あっ……」

　その動きがすごくいやらしくて、春花は頬を赤らめて嬌声に似た声を上げた。同時に劣情も掻き立てられて、もっと乱してやりたいという気持ちが湧き起こる。

　鈴口の裏を指先でなぞり上げ先端に触れた瞬間、亀頭が小刻みに震えて透明な雫が滴る。

　淫靡な光景にそそられた春花は、おもむろに亀頭に唇を寄せてチュッとキスをした。

「ン……ッ！」

　武人は再び小さく呻き、下肢全体を戦慄かせた。熱い屹立も硬さを増しており、先程よりも反り返っている。

（武人さん、すごく感じてくれている……！）

　春花はますます嬉しくなり、肉棒全体に口づけの雨を降らせていった。

　小さい唇が触れるたびに、雄茎は一段と隆起して武人の息遣いも荒くなる。彼が煽情的に喘ぐ姿が見たくて、春花は青筋立った部分を舌でなぞってみた。

「あ、あぁ……春花……」

　武人が腰を引き攣らせて、喘ぎ混じりの声で名前を呼んでくる。

　それがより一層、春花の劣情を掻き立てる形となり、雄肉にねっとりと舌を絡めてみた。

「は、あぁ……はぁ……」

　武人は精悍な顔を悩ましげに歪めて、荒い呼吸を繰り返していた。

　更なる快楽を引き出すように、春花は肉棒全体を丹念に舐り続けていく。

「んっ……あ、あぁ……」

　感度が上がるにつれて、武人の喘ぎ声や体の震えは大きくなり、滾ったものも更に隆起させる。

　――自分が思っていた以上に、彼を気持ちよくさせることができて嬉しい。

　すっかり感極まった春花は、怒張した雄茎を口に含んで上下に扱いていった。

「あぁ……春花、それ以上……されたら――」

　淫靡な舌戯によって理性が持たなくなってきたのか、武人は切羽詰まったような声で訴えてくる。

　だが、春花は彼を気持ちよく達かせたくて、夢中になって竿全体に舌を這わせていく。

「春花、頼むから――」

　武人が再度呼びかけてくるが、彼女はそれを無視して口での愛撫を続けた。

　雄肉が大きく震えて、口の中でより熱く滾っている。武人の呼吸も一段と荒くなり、苦悶に似た声がわずかに漏れ出ていた。

　春花の心は感動に震え上がり、濃厚な舌戯を繰り返しながら硬い先端も吸い立てる。

「うっ……！　春花、本当に……頼む……っ！」

　武人は下肢を痙攣させて、焦った様子で喘ぎ混じりの声を上げた。

　色気に溢れるその声音に、すっかり陶酔した春花は更にいやらしく舐っていく。

　その中でも特に、鈴口の裏を重点的に舌でなぞり、武人に快楽を与え続ける。

　すると巨根はますます怒張し、彼の息遣いも乱れていくのがわかった。

「あ、あぁ……春花、もう……持たない……ッ！」

　武人が下肢全体を痙攣させた次の瞬間、滾った剛直も一際激しく脈動を開始する。続いて熱い精が解き放たれ、独特の苦味が瞬く間に口の中に広がっていった。

　春花は暴れる雄茎を咥えたまま、迸る白濁をゆっくり嚥下していく。

　射精を終えた男根は、少しずつ熱が引いて硬さを失っていった。

　しかし春花は、いつまでも武人の熱を感じていたくて、口から出そうとしなかった。

「春花、もう離すんだ」

　すかさず武人にたしなめられるが、彼女はそれを無視して再び舌を這わせる。

　その直後、雄肉はビクンと跳ね上がって、再び勃起し始めた。

「春花」

　今度は少し強い口調で名前を呼ばれ、春花はビクッと身震いし慌てて男根を解放した。

　武人の感じる姿に夢中になるあまり、少し調子に乗ってやり過ぎたかもしれない。

「あの……怒ってますか？」

　武人の表情を窺いながら、恐る恐る問いかけてみる。

「俺が春花に対して怒るわけないだろう」

　武人は優しく語りかけて、春花の髪をそっと撫でてくれる。

　表情や口調は穏やかだが、その目は全く笑っていない。いつも以上に嗜虐心に満ちた瞳を見て、春花は思わず身を竦ませてしまう。

「だけど、春花にたっぷりいやらしいことされたせいで、もう完全に抑えられなくなってしまったよ。だから今夜はたっぷりイカせるから覚悟して」

　武人はそう告げるや否や、素早く体位を変えて春花を押し倒した。

「あ……」

　獰猛な眼差しで見下ろされ、全身がざわざわと粟立っていく。体も心も、濃密に愛されるのを期待していたのがわかる。

　武人はすっと目を細めると、焦らすように胸の膨らみを揉みしだいていった。

「は、あぁ……」

　官能的な声でささやかれた直後だからか、乳房を揉む手つきがいつもより淫靡なものに感じられた。そのため、体はいつにも増して敏感に反応し、春花はあえかに震えて嬌声を上げた。

「春花の声も表情も、狂おしいほど好きでたまらないよ」

　武人から恍惚の面持ちを向けられ、動悸が急速に上がって体が熱く火照る。

「んっ……ふ……」

　たわわな実りを揉まれながら、唇を重ねられて深く口づけられる。

　口腔をまさぐる舌の動きに酔いしれていると、指先でツンと乳首をつつかれた。

「んんっ……ぅ！」

　胸の先端から甘い快感が生じ、春花はくぐもった声で喘いで身震いする。その弾みで乳房も上下に揺れて、武人の劣情を一段と掻き立てた。

「今夜の春花はずいぶん感じやすいな。もっと悦がらせたくなってくる」

　武人はからかめいた微笑を浮かべて、薄紅色の乳頭をクリクリと転がしていく。

「やっ、あ……」

　春花の口から甘切ない嬌声が漏れ、全身がピクピクと小刻みに震える。

　指の腹で捏ね回されている乳首は、甘い刺激を受けて瞬く間に硬くなり、一段と濃く色づいていった。

「ふふっ。すっかりいやらしく尖ってきてる」

　指先で擦ったり弾いたりしながら、武人は更に乳首を淫らに扱いていく。

「あんっ」

　胸の頂を執拗に攻められ、くすぐったさを伴った快感に苛まれる。体の奥から淫靡な熱が生じ、下肢の中心が早くも疼いて蜜で潤い始めていた。

「あっ……あぁ……」

　乳首への愛撫が気持ちよくて、いやらしい声を上げるのをやめられなくなる。下腹部にもじわじわと熱が集中し、春花は蜜がトロリと溢れ出すのを感じた。

　たまらず太腿をもじもじと擦り合わせると、それに目ざとく気付いた武人が蜜唇に手を忍ばせる。

「ひゃっ！」

　指先でクチュクチュと弄られ、春花はたまらず悲鳴に似た声を上げた。

「まだ少ししか触れていないのに、もうこんなに濡らすなんて本当に感じやすいな。ひょっとして、俺のを舐めたせいでこうなった？」

　武人は意地悪く問いかけながら指を動かしてくる。

「あぁぁっ！　武人さん、駄目……ッ！」

　春花は武人を拒むように脚をギュッと閉じるが、その抵抗も虚しく敏感な花芽をくすぐられてしまう。

　しばらく雌核を転がしてから、武人は思い立ったように「そうだ」とひとりごちた。

　それから彼はベッド脇の収納ボックスをあさる。

「久々にこれを使ってみようか」

　そう言って武人が取り出したのは、花芽に無限の快楽を与える大人の玩具。

　彼の手に握られているそれを見た瞬間、春花の脳裏にたくさん達かされた時の記憶が蘇り、同時に下腹部の奥も熱く疼き始めた。

　以前住んでいたマンションで、一度使ったきりである。瑠依が遊びに来た時に見つかったら恥ずかしいからと、武人に持って帰ってもらったのだ。

　武人はおもむろに春花の足を開かせて、膨らんだ肉芽にヘッド部分を押し当ててくる。

「あッ……！」

　初めて体験した時の快感を思い出したせいか、ただ押し当てられただけで感じて声を上げてしまう。

「これだけで感じるなんて、春花は本当にかわいいな。ますますそそられてしまう」

　淫らに喘ぐ春花を満足げに眺めながら、武人はスイッチを入れて可憐な突起を刺激していく。

「あっ！　や……あぁぁぁぁッ！」

　次の瞬間、強烈な快感が全身を駆け抜けていき、春花は背中を仰け反らせて喜悦の悲鳴を上げた。

　花芽は膨らみを増して赤く充血し、ヒクヒクと小刻みに脈打っていた。雌唇も歓喜に打ち震えるように痙攣し、新たな淫蜜を溢れさせる。

　規則的な振動が淫芽を容赦なく責め立てて、春花の体に絶え間なく快楽を与え続ける。

「あ、あああ……ッ！」

　春花は陶然とした瞳を向けて、艶めいた嬌声を上げた。その淫靡な姿に煽られたらしく、武人は再び乳房に手を伸ばして揉みしだいていった。

「やっ！　あァ……ン！」

　同時に乳首も刺激されて、春花の体が何度も跳ね上がった。

　武人は乳頭を転がしながら、雌核を刺激する電マも強く押し付けて、グリグリと動かしていく。

「あぁぁあっ！」

　春花は一際甲高い声で鳴いて、激しく身悶えて絶頂を迎える。

　しかし、武人はそこで終わらせてはくれず、振動の強度を上げてなぶってきた。

「や……あぁぁンッ！」

　胸の先端や花芽に止まない刺激を与えられ、体中から苛烈な快感が押し寄せてくる。

　絶頂を迎えたばかりなのに、早くも熱いうねりがせり上がり、全身がわなわなと引き攣るのを感じた。

「あ、あぁ……武人さん、そんなに……しないでぇ……！」

　春花は喘ぎ混じりの声で訴えるが、武人は意地悪く笑うばかりである。

「言っただろう？　今夜はたっぷりイカせるって」

　優しくも嗜虐心に満ちた声でささやかれ、背筋がゾクゾクと震えて肌が粟立つ。

　その直後、花芽を捏ね回すように電マを動かされ、強烈な快楽がどっと押し寄せてくる。

「あぁぁあん！」

　再び絶頂を迎えた春花が、喉を仰け反らせて喜悦の悲鳴を上げた。見開かれた瞳から涙が溢れ、体は弓なりに反れてガクガクと痙攣した。

　乳首を擦り上げる指戯も、敏感な肉芽をなぶる振動も、一向に止まる気配がない。どちらも春花を容赦なく攻め苛んで、尽きることのない官能の悦楽をもたらしていく。

「とっても綺麗だよ、春花。もっと乱してしまいたいぐらいだ……」

　武人は恍惚とした表情でつぶやきながら、電マに弄ばれている花芯に目を向けた。

　膨らんだ雌核は更に濃く色づき、愛蜜に濡れて淫靡に艶めいていた。

　いやらしく濡れた秘部に注がれる視線にも、春花は快感を覚えて下肢の中心を疼かせてしまう。

　武人は感嘆のため息をつくと、振動の強度をもう一段階上げる。

「あぁぁぁぁぁ――ッ！」

　一際強い快感に襲われ、春花は全身を激しく戦慄かせて達した。

　しかし、絶頂の余韻が引く間もなく、すぐに苛烈な快楽が込み上げてくる。

「ン……あぁぁッ……！　武人さん……駄目……！　また……イッちゃう……！」

　頬を上気させて身悶えながら、春花は甘切ない声でたどたどしく告げる。

　すると武人はようやく、スイッチを切って肉芽から離してくれた。

　終わらない淫獄から解放されて、春花はホッと安堵のため息をつく。

　だが、武人の視線は未だに花唇に注がれている。

「あの、武人……さん……？」

　春花が恐る恐る呼びかけると、彼は口角を吊り上げて含みのある笑みを見せる。

「春花がたくさん気持ちよく感じてくれて嬉しいよ」

　言葉とは裏腹に、武人の口調や声色にはどことなく刺があった。

　春花が戸惑いを隠せずにいると、濡れそぼった秘唇を指先でなぞられる。

「あぁぁ……」

　焦らすように撫でられ、肌が粟立って秘処があえかに震えた。

「まだこんなに溢れさせるなんて、よっぽど気持ちよかったんだな」

　武人はからかうようにささやきながら、指を蜜口に挿入して攻めるような動きで掻き乱してくる。

「やっ！　あ、あぁっ！」

　何度も達した体に快感を与えられて、春花は愛らしい嬌声を上げて全身を戦慄かせる。

「だけど、ちょっと妬いちゃったかな」

　そう耳打ちしてくる声音にいつもの優しさはない。

「妬いたって、何にですか？」

「嬉しい気持ちは本当だけど、春花がああやって悦がる姿を見ていたら、俺の愛撫よりも電マの方が良かったのかなって嫉妬してしまったんだ」

「そ、そんなことは……！　武人さんに……してもらう方が……ずっといいです……」

　羞恥心に耐えながら、春花はおずおずと言葉を紡いだ。

　その返答を聞いて安心したのか、武人はにこやかに微笑んで、指をそっと引き抜いてくれる。

「良かった。それじゃあ、たくさんイカせてあげるよ」

「え？　ちょっと、待って下さい！　そんなに立て続けにされたら――……ぁぁあッ！」

　春花の制止もむなしく、武人は秘唇に顔を近づけて舐り始めた。

「やっ、あぁぁ！　いやぁあ！」

　敏感な肉芽を転がされ、下肢の中心に疼きが生じてビクビクと震えた。官能の雫は止め処なく溢れ、武人の唇やベッドシーツにまで流れる。

　武人はその淫蜜を舐め取るようにすすっては、充血して真っ赤になった雌核に口づけたり舌を這わせたりした。

「あぁぁあ……ン！」

　唇や舌先が淫芽に触れるたびに、春花の全身は大きく仰け反り快楽の悲鳴が上がる。

　突き抜けるような苛烈な快感が、体のみならず思考も蕩けさせていく。

　何度目かわからない絶頂が押し寄せてくるのを感じて、春花は武人の淫靡な舌戯に翻弄され続けた。

　花芽を懇ろに転がされながら、溢れ出る淫蜜を吸い立てられる。

　甘く濃厚な口淫を歓ぶように、花唇全体はビクビクと戦慄き、春花を更なる官能の深みへ堕としていった。

　唾液と愛蜜でトロトロに熟れた恥裂を、武人は愛でるように口づけの雨を降らせる。

「あっ、は……あぁぁ――っ！」

　悩ましげな喘ぎが漏れると同時に、春花の体が激しく痙攣した。

　強烈な快感を立て続けに味わったせいか、目の前で火花が散っているようにチカチカする。淫らに疼く体は、いつになく熱く火照って仕方がない。

　過敏になった部分を絶え間なくなぶられ、快楽と共に苦痛にも似た感覚が込み上げてくる。

　しかし、その苦痛もすぐに快感へと変化して、春花は更なる官能の深みへと嵌まっていく。

　その後も武人は淫芽を懇ろに愛でて、彼女に尽きることのない壮絶な快感を与えた。

「ああッ！　あっ、あっ、あぁぁ……！」

　快感に戦慄く春花の嬌声は更に甲高くなる。甘美な震えが電流のように背筋を奔り、花芯も淫らに収縮を繰り返した。

　あえかにヒクつく雌核を舌でくすぐられ、滴る愛蜜をすするように淫襞を吸われる。

　いつ終わるとも知れない濃厚な舌戯に、春花は幾度となく達かされて悦楽の悲鳴を上げた。

「ああぁん！　武人さん、もう……許して……。本当に……おかしくなる……！」

　上擦った声で懇願しながら、彼女は下肢をわなわなと引き攣らせる。

「だったら、おかしくなってしまえばいい。俺はそんな春花の姿も見てみたいんだ」

　武人は獰猛な笑みを浮かべて告げると、弄うような舌遣いで淫芽を徹底的に攻めていった。

「あっ、ああぁあぁ！」

　苛烈な快楽に絶え間なく襲われ、身も心も官能一色に染め上げられる。春花の中で絶頂が爆ぜて、感度の上がった体が一際大きく戦慄いた。

　数え切れないほどイったせいか、花唇全体の震えが止まらない。それでも体はまだ快感を求めるように熱く疼き、武人の熱い屹立を欲している。

「武人さん、欲しいです……」

　春花は甘えるような声で武人に呼びかけた。

　そこで武人は秘花から顔を離すが、その先へは進まずただ優しく笑うだけである。

「俺の何が欲しいの？　言ってごらん」

　本当はわかっている筈なのに、彼はわざと知らないふりをして、春花の口から答えを引き出そうとしてくる。

「武人さんの意地悪……」

　こんなに飢えているのに焦らされるのが悔しくて、春花は不満をこぼして武人を睨んだ。

「怒っている顔もかわいいな」

　睨んでも武人には効果がなかったようで、愛しげに顔中に口づけの雨を降らされた。

　こんな風にキスされると、不満を言う気が失せてくる。諦めたように小さくため息をつくと、春花は恥ずかしげに武人の下肢に手を伸ばす。

「武人さんのここ……私の中に……入れて下さい……」

　今にも消え入りそうな声でねだりながら、熱く滾ったものに再び指を這わせていく。

　春花に愛撫されて嬉しいのか、雄茎は手の中でビクンと跳ねて硬さを増した。

「はぁ……ん……」

　手から伝わるその感触が愛おしくて、春花はうっとりと頬を上気させた。

　武人はクスッと小さく笑うと、淫靡な熱を孕んだ眼差しでささやきかけてくる。

「いいよ、中もたくさん気持よく満たしてあげる」

　武人の声がいつにも増して、脳内に心地良く響き渡る。

　春花が陶然と聞き惚れていると、濡れた蜜口に硬い切っ先が押し当てられた。そして間髪を容れずに肉棒を挿入され、焦らすようにゆっくりと淫襞を押し広げられていく。

「あぁぁ……」

　待ち望んだ雄肉を迎え入れ、蜜腔がわなわなと歓喜に震えた。

「こんなに絡みついてきて、俺のことがそんなに欲しかったんだ？」

　からかうような口調でささやかれ、春花は羞恥心のあまり顔を真っ赤にする。

　するとまた、武人が可笑しそうにクスクスと笑う。

「ねだった後に恥ずかしがるところも、かわいくてたまらないな」

　武人は言い終えると同時に、甘く優しい口づけを繰り返してくる。

「ん……ぅ……」

　柔らかい唇が触れるたびに、心が甘い愉悦で満たされていくようで、春花は幸せそうに微笑んだ。

　最後に、唇に長いキスをした後、武人は中断していた挿入を再開する。

　雄肉が完全に埋め込まれ、丸い先端が子宮口へ到達したところで、彼は感極まった様子で腰を震わせた。

「あぁ、春花の中……すごく熱い……」

　熟れた膣襞の感触を味わうように、武人はしばしの間じっとしていた。

　埋め込まれた剛直は熱く脈動していた。本当はすぐにでも、春花が欲しくてたまらないのが伝わってくる。

　しかし武人は今夜も、自身の欲望に流されなかった。

「あの、無理しなくていいんですよ。どうか、武人さんの望むままに……して下さい……」

　婚約を交わすずっと前から、武人になら好きなように抱かれても構わないと思っていた。それに、彼を求める気持ちは春花も同じである。

「いや、もう少し春花の中を堪能してからにするよ」

　武人は優しい微笑みを見せて答えるが、その瞳が揺らいでいるのがわかった。春花の言葉を耳にして、理性と欲望の狭間で葛藤しているに違いない。

　どんな時でもこうして、自分を大切にしてくれる武人の気遣いは嬉しい。しかし今は、早く彼に乱されたくてたまらなかった。

「武人さん、私……もう、待てないんです……」

　恥ずかしさを堪えながら、春花は自身の想いを素直に言葉にする。

　その直後、武人の優しい微笑は一転して、獰猛な劣情を湛えた笑顔に変わる。

「そんなこと言われたら、抑えが効かなくなってしまうじゃないか」

「いいんです。武人さんになら、どんな風に抱かれても――」

　春花が最後まで言い終える前に、武人は彼女の小さな唇に人差し指を押し当てて塞いだ。

　その感触がまるで口づけされているみたいで、春花はたまらず胸を高鳴らせて頬を赤らめる。

「春花は本当に俺を煽るのが得意だな。後悔するなよ？」

「後悔なんてしません」

　この体と心に、武人の濃厚な熱愛をたくさん刻まれるのなら、本望である。

「それじゃあ、春花の望みを叶えてあげるよ」

　武人は優しくささやくと、ゆっくりと律動を開始した。

「あ、あぁぁ……っ！」

　玩具や愛撫によって何度もイかされたせいか、優しい抽送にたちまち反応して全身が妖しくざわめいた。淫襞もビクビクと戦慄いて、中を掻き乱す雄肉にいやらしく絡みつく。

「あぁ、すごく……たまらない……」

　武人は腰をわなわなと引き攣らせて、酔いしれたようにつぶやいた。

　肉棒に絡みつく淫襞の感触に感極まったらしく、彼は少しずつ抽送の速度を上げていった。

「あぁッ！　あっ、あっ、あぁぁぁあ！」

　春花の体は大きく跳ね上がり、喜悦の悲鳴も一段と甲高くなる。

　背中を震わせるほどの快感が駆け巡り、更なる官能の悦楽を求めるように全身が疼く。媚肉も蕩けるほど熱くうねっており、結合部から淫蜜をトロリと滴らせた。

「武人さん、もっと……奥まで……突いて……」

　春花は細い脚を武人の腰に絡め、頬を赤らめて艶っぽい声音で懇願した。

「こんな感じ？」

　武人は剛直をグイと強く押し進める。

「あっ、あぁっ……いい……！」

　硬い切っ先で感じるところを突かれ、春花は歓喜に打ち震えて体を仰け反らせる。

「あぁ、もう。また春花のかわいい姿に……そそられてしまったよ……」

　低く官能的な声でささやきながら、武人は獰猛に子宮口を穿ち続けた。

　律動を繰り返すごとに、雄肉は隘路の中で徐々に大きさを増していった。春花の媚肉をより熱く擦り上げ、硬い先端で最奥に淫靡な突きを絶えず与えてくる。

　あまりにも激しい抽送に、目の奥がくらみそうである。その反面、体は総毛立つほどの快感に支配され、心も甘い感動に満たされていく。

「春花、俺のかわいい春花……」

　武人は声を震わせて呼びかけると、春花の唇にそっとキスを落とす。

「ん……」

　触れるだけの軽いキスだったが、それだけでも春花の心に幸福感をもたらした。

　柔らかい口づけは喉や胸元にも及び、花びらのような赤い痕が白い肌に無数に刻まれた。

　口づけの雨を降らされるごとに、律動の速度は更に増して中を獰猛に攻め立てられていく。

「あぁぁ！　あ……あぁ……ンッ！」

　媚肉がビクビクと激しく痙攣する。体の奥から堰を切ったように快感が溢れ、春花は双眸に涙を浮かべて何度も仰け反った。

「ン……ッ！　く……ぅ……！」

　続いて武人も、苦しげに喘いで腰を震わせた。

　抽送を繰り返すうちに余裕がなくなってきたのか、彼の熱い息遣いは荒くなっていた。埋め込まれた巨根も更に怒張し、今にも爆ぜそうなほどドクドクと脈打っている。

「あぁ、駄目だ。もっと、春花を気持ち良くしてあげたいのに……もう、持ちそうにない……」

　武人は苦笑いを浮かべて、申し訳なさそうにつぶやく。

「私ならもう、たくさん気持ちよくしてもらいました。だから、我慢しないで下さい」

　――先程も言ったように、武人の望むままにしてほしい。

　その想いを言葉に込めて、春花はやんわりと微笑んだ。

「そう言われたら、本当に我慢できなくなるじゃないか……」

　武人は困惑気味につぶやいて目を逸らす。

　すぐにでもイきたいけれど、もう少し春花の体と心を感じさせたい――そう迷っているのがはっきり感じ取れた。

　それから武人は呼吸を整えると、こちらに向き直って遠慮がちに問いかける。

「このまま、出していいんだな？」

「はい、武人さんとずっと一緒に生きていくと決めましたから。私の中、武人さんの熱で満たして下さい」

「春花……」

　春花の言葉に感極まったらしく、武人はそれ以上言葉が続かない様子だった。

　その直後、強い一撃を叩きつけるように、彼は荒々しく肉茎を穿ってくる。

「あぁぁぁあ！」

　苛烈な快感に全身が大きく震え、蜜襞も熱くうねって子宮全体に甘い疼きをもたらす。

「う……ぅ……ッ！」

　武人も再び呻きに似た声を漏らし、下肢全体を震わせて己の猛りを怒張させた。

（あぁ、来る……！）

　春花は全てを受け止めるように、武人の体を強く抱きしめた。

「愛しているよ、春花。一生、大切にするから……」

「私も愛しています、武人さん」

　愛の言葉を交わした直後、武人は大きく身震いして子宮口をずんと突いた。

「あ、あぁぁ――ッ！」

　春花が絶頂を迎えると同時に、巨根もドクドクと脈動を開始する。

「うぅ、く……ッ！」

　その直後、武人は短く喘いで射精した。

　膣内が彼の白濁に満たされていくのがわかる。春花はその熱を感じて酔いしれ、恍惚の笑みを浮かべた。

　――何て幸せなのだろうか。

　愛する人からプロポーズされ、こうして熱い精を受け入れた。今までにないぐらい、体も心も満たされている。

　快感の余韻に浸っていると、武人によって突然抱きかかえられ、そのまま上体を起こされる。

「ああんッ！」

　体をつなげた状態で武人の上に座る形となり、肉茎がより深い部分まで圧迫してくる。

「ごめん、驚かせた？」

「いえ、大丈夫です」

「それなら良かった。春花のかわいい姿を、もっと堪能していたくて」

　武人は優しくも淫靡な瞳で、春花の全身をじっと眺めてくる。

　遠回しな表現だが、まだ情交に耽っていたいと訴えているのだ。その証拠に、雄茎は精を吐き出しても未だに硬さを保ったままである。

　尽きることなく自分を求められ、胸の中が歓喜とときめきでいっぱいになる。春花自身もまた、武人への欲求は衰えるどころか増すばかりだ。

「私も、もっと武人さんの熱で満たされたいです」

　春花は武人に強く抱きつき、自身の愛を伝えるように深く唇を重ねた。

　すぐさま彼の舌が侵入し、じっくり味わうように口内を貪られる。

「ふ……ぅ……」

　早く掻き乱されたいという気持ちと、もっと口づけを交わしていたいという想い。その二つの感情が、ない交ぜになって込み上げてくる。

　じれったくなった春花は、誘うようにゆっくり腰を動かし始めた。

「ん……ぁ……」

　その刹那、蜜壷が嬉しそうに収縮して、埋め込まれた男根を締めつけていく。

（あぁ、武人さんのものがまた大きく……）

　隆起する雄茎の感覚に陶然としていると、武人が唇をそっと離して微笑みかけてきた。

「春花も積極的になってくれて嬉しいよ。ほら、もっと動いてごらん」

　武人は優しくささやくと、春花の腰を抱えてそっと揺すってくる。

「あ……あぁぁ……ッ！」

　硬い先端がちょうど鋭敏な部分に当たり、春花は快感から全身を震わせて淫らに喘ぐ。

　甘く濃厚な二人の愛は、尽きることなくいつまでも続いた。







終章








　教会の外では、満開になった桜が咲き誇っている。時折吹く風が、薄紅色の花びらを散らしていった。

　その光景はまるで、自分達の結婚を祝福しているように感じた。

　春花は窓のそばを離れると、改めて自身の姿を鏡に映す。

　プリンセスラインのウェディングドレスに身を包み、髪には白い花が飾られている。頬を上気させて幸せそうに微笑む自分は、思わず見惚れてしまうほど美しい。

　美しい理由はもちろん、綺麗に着飾っているからというのもある。しかしそれ以上に、内面から溢れる幸福感が、自分をより一層美しく輝かせているに違いない。

　今日の結婚式には春花と武人の親族、そして事務所で働く人達が出席している。

　結婚式の日取りが決まった時、誰もが自分のことのように喜び、この日を心待ちにしてくれた。

　当然ながら、春花の父親は来ていない。

　無論、あの父親から祝福の言葉など期待していなかった。だが、逆に何もなくて良かったと安心している。

（無事にこの日を迎えられて良かった……）

　誰よりも愛しい人と結婚できるのだ。今の春花にとって、これほど幸せなことはない。

　ちょうどその時、控え室の扉がノックされる。

「はい」

　春花が返事をした直後、武人が中へ入ってきた。

　新郎である武人は、純白のタキシードに身を包んでいる。普段のスーツ姿とはまた違った魅力を感じて、春花は頬を上気させて見惚れてしまう。

　陶然とした面持ちの彼女を見て、武人は穏やかに微笑んだ。

「春花、本当にすごく綺麗だよ。それに、そのドレスもよく似合っている」

「ありがとうございます。武人さんも、すごく素敵です」

　最愛の人に褒められたのが嬉しくて、春花もすぐさま褒め言葉を返す。

　すると武人はそばまで寄ってきて、探るような眼差しを向けてくる。

「ところで、いつになったら敬語をやめるんだ？　俺達、今日から夫婦なんだよ？」

「それは――」

　婚約を交わしてから、武人から何度も指摘されてきた。

　だが、彼にはずっと敬語で接してきたため、一度身に着いた習慣はそう簡単に変えられない。

「これでも一応は、努力してるん……だけど……」

　意識して普通に話そうとすると、声の質感や表情が硬くなり、台本を棒読みしているみたいになってしまう。

　するといつものように、武人から可笑しそうに喉元で笑われた。

「もう、笑わないで下さい」

「ごめん。必死な春花が、健気でかわいいものだからつい」

「もう……」

　春花は呆れ顔でため息をつく。

　そんな彼女をなだめるように、武人はそっと自分の方に抱き寄せて、髪を優しく撫でた。

　そうやって優しく触れられると、からかわれたことに対する不満が一気に失せて、自然と表情が綻んでいく。

　それから武人は改めて、春花の全身をじっくりと眺めた。

「それにしても、今の春花は最高に綺麗だ。誰にも見せたくなくなるよ。いっそのこと、このまま二人きりで甘い時間を過ごそうか？」

　武人は口角を吊り上げてささやきながら、淫靡な手つきで腰の辺りを撫でてくる。

　その刹那、体の芯が一気に熱くなって、春花はみるみるうちに頬を赤らめていった。

「だ、駄目ですよ！　今日は一生に一度の大切な日なんですから！」

「冗談だよ」

　うろたえる春花に対し、武人は鷹揚に笑って返答した。

　独占欲の強い彼が言うと、あまり冗談には聞こえない。本当にこのまま式をすっぽかして、いつまでも情交に耽りそうで冷や冷やさせられる。

　しかしその一方で、ここまで深く愛されている歓びに、心が満たされていくのも事実である。

「だけど、終わったらたっぷり抱いていいだろう？　春花のおじいさんの願い、一日でも早く叶えてあげたいからな」

「祖父の言葉はあんまり真に受けないで下さい。あれはたぶん、その場を和ませるために言っただけだと思いますから……！」

　両家で集まって食事会をした時、祖父は五年前に亡くなった祖母の分まで長生きして曾孫の顔を見るのが、今の自分の夢だと語っていた。

　その時のことを思い出して、春花は顔から火が出そうなほど恥ずかしくなる。しかしそれと同じぐらい、愛する人との子供が早く欲しいという気持ちもあった。

「武人さん。私、今でも充分幸せですけど、それ以上にもっと幸せになりたいと思っています。だから武人さんの赤ちゃんが欲しいです」

　春花は満面に笑みを湛えて自身の望みを口にした。

　すると武人も甘い声色で、「俺も同じだよ」とささやきかけてくる。

「俺も今以上に、もっと幸せになりたいと思っている。そのためにも、早くかわいい我が子に会いたいよ」

　二人は微笑みながら語り合った後、温かく幸福な未来を夢見てそっと口づけを交わした。
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　皆様、こんにちは。さくら茉ま帆ほです。

　今年の四月でデビュー一周年を迎えました。また、濃蜜ラブルージュ様からこうして四作目も出させていただけて、大変嬉しい限りです。

　

　今作のヒーローはプロットの段階から、正義感が強くどんな時でもヒロインを守る人物を描きたいという思いがありまして、弱者や困っている人達に寄り添う弁護士という設定にしました。

　春花を守ることを第一に考え、常に優しく接してくれる武人ですが、内心では熱い劣情を抱いています。Ｈの時は春花を甘やかしつつも、淫靡な愛撫と激しい抽送で何度も達かせることで、武人の熱愛を表現してみました。

　また、前作の『愛執独占』で少しだけアダルトグッズを登場させたのを機に、今回はもう少しじっくり描写したいと思い、玩具プレイも盛り込んでおります。

　どんな玩具を書こうかなと、ネットで調べている時はとても楽しくて、見ていて興味をそそられるのもたくさんありました。形状や仕組み等を描写するのは難しかったですが、上手く伝えられるよう頑張りました。少しでも妄想の中でお楽しみいただければ幸いです。

　これは完全に余談ですが、執筆当初の春花の弟の名前には、『累』という字を当てていました。ところが書いているうちにだんだんと、鬼との戦いを描いた大ヒット漫画に登場する同名のキャラクターと似てきてしまい、さすがにこれはまずいと判断して『瑠依』に変更しました。

　

　北きた沢ざわきょう先生、素敵な表紙イラストをありがとうございます。武人が自分のイメージの中よりずっとかっこよくて、完成したものを見た瞬間「めっちゃ男前じゃん」と思わず声に出してつぶやいたほどです。春花も、見ている方も触れたくなるほどの愛らしさで、色々な部分に目が行ってしまいます。

　今回も、丁寧に指導して下さった担当編集様、この作品を選んで下さった読者の皆様には、感謝の気持ちしかありません。本当にありがとうございます。

　今後とも、多くの方に甘いときめきをお届けできるよう、精進していきますので応援していただけると嬉しいです。





さくら茉帆
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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